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一般財団法人東京顕微鏡院　
医療法人社団こころとからだの元氣プラザ

理事長

山　田　匡　通

当財団は、2013（平成25）年４月１日に一般
財団法人東京顕微鏡院に移行しました。

新制度下において、一般財団法人に移行した法
人は、これまで法人内部に留保した財産（公益目
的財産）を、自ら定めた公益目的支出計画に基づ
き、公益事業に毎年一定額を使用することが義務
付けられています。

2024（令和６）年度は遠山椿吉賞の選考・表
彰や、公益セミナーの開催などをいたしました。

17年目を迎えた遠山椿吉賞

当法人創業者で医学博士遠山椿吉の生誕150
年、没後80年を記念して2008（平成20）年に創
設した遠山椿吉賞は、公衆衛生と予防医療の分野
における研究者を対象とした顕彰制度です。「遠
山椿吉記念 食と環境の科学賞」と「遠山椿吉記
念 健康予防医療賞」の２つの分野について、隔
年で選考顕彰しております。

2024（令和６）年度は、９回目の「食と環境

の科学賞」となり、「穀物有害元素集積機構の解
明と低集積品種の育成」をテーマとした研究で馬 
建鋒氏を顕彰しました。また、同賞応募者のうち
40歳以下の応募者または代表者が40歳以下の応
募グループを対象とする遠山椿吉記念 山田和江
賞は「食品中の多様なトランス脂肪酸の生体作用
機構に関する研究」をテーマとした研究で、平田 
祐介氏を顕彰しました。

遠山椿吉賞は、選考委員の先生方の本賞の主旨
に対する真摯な思いと、厳正なる審査により、公
衆衛生と予防医療に関する研究を通して、社会福
祉に貢献する研究者に光をあてる顕彰制度とし
て、わが国に根付きつつあることを感じておりま
す。改めて当財団の創業者、遠山椿吉博士に心か
らの感謝を捧げたいと思います。

健康セミナーの開催および
その他の普及啓発

2022（令和４）年度より３回シリーズにて開

催している「健康維持・増進に関するセミナー」
は、オーラルフレイルをテーマに第３回（最終回）
を企画し、開催しました。

また、次世代の育成を目的とし、東京都中央区
の小学５・６年生、東京農業大学稲花小学校およ
び、創業者遠山椿吉博士の生誕地、山形県山辺町
の山辺小学校６年生を対象に、家庭でもできるや
さしい理科実験集『こども研究者体験ワークブッ
ク』を改訂し配布しました。

事業を通じ「健康な命」を守り、
人々を幸せに

創業者の遠山椿吉博士は、人々の 健康な命を
脅かしていた結核や脚気の治療や研究 に取り組
むなど、人々の大切な命を守るために尽力しまし
た。どんな時代においても公衆衛生・予防医療に
おいて貢献し続けることが、創業者の信念を受け
継ぐ現在の私たちの役割であり、決意を新たに臨
みたいと思います。 

「健全な生活環境」を追求する東京顕微鏡院と、
「健康なこころ」「健康なからだ」を追求するここ
ろとからだの元氣プラザは、これからも人々に寄
り添い社会に貢献する事業に取り組んでまいりま
す。

2025（令和７）年６月
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受賞者あいさつ：馬 建鋒氏　
　この度は、栄えある遠山椿吉賞を賜り、誠に光栄に存じます。
これまで長年に渡りましてコツコツと地道に努力を重ねてきた結
果、このような形で評価していただきありがとうございます。
　今回の受賞対象となりました「穀物有害元素集積機構の解明と
低集積品種の育成」は私のライフワークの一つです。土壌中のカ
ドミウムやヒ素のような有害元素は食物連鎖を経て私たちの健康
に深刻な影響を及ぼしてしまいます。例えばイタイイタイ病もそ
うした公害病の一つです。この有害元素を減らすために、輸送機
構の解明や低集積品種の育成に力を入れました。
　今後はこの賞を励みに一層研究に邁進し、また次世代を担う若
手の育成にも尽力してまいりたいと思います。

受賞者あいさつ：平田 祐介氏
　本日はこのような素晴らしい賞をいただき、財団関係者の皆様、
選考委員の先生方にまずは御礼申し上げたいと思います。
　私がトランス脂肪酸の生態作用機構の研究を始めたのは2014年
10月、足かけ10年と少しです。トランス脂肪酸はもともと人間の
体内にはなく、なぜ体に悪く作用するのか、より分子レベルで研
究してみたいと本当に単純な動機からスタートしました。続けて
いくにつれ、体に悪い脂肪酸の種類や、含まれている食品、毒性
の軽減方法やその応用について明らかになってきました。研究室
の学生の皆さんと一緒に、色々なアイデアをもとに進めてきた研
究がこうして受賞できたことは本当に感無量です。
　皆様の温かいご支援、ご指導、ご鞭撻をいただきながら、引き
続き研究に邁進したいと思っております。この度はありがとうご
ざいました。

2024（令和６）年３月から学会等209団体およびマスメディ
ア61媒体に資料を送付し、日本全国の大学関連学部学科
2801 ヵ所、企業・行政・研究機関など247件に応募案内を送
り、また、当法人のホームページでも掲載を行いました。６
月末日には27件のご応募をいただきました。

選考プロセスは、①公衆衛生への貢献度、②研究・技術の独
自性、③技術の普及の可能性、④社会へのインパクトという四
つの評価軸で五段階評価し、総合評価としました。

選考委員会を開催し、本賞の趣旨と本年度の重点課題を確
認し、十分に討議を重ねて受賞候補者の選出に至りました。

この選考委員会の結論は、当法人・医療法人合同の経営会
議にて選考委員長よりご報告いただき、お二人の受賞が決定
しました。

2008（平成20）年度、当法人創業者、医学博士遠山椿吉の生誕150年、没後80年を
記念して創設した、公衆衛生と予防医療の分野における研究者を対象とした顕彰制
度です。2015（平成27）年度から、故山田和江名誉理事長・医師の、50余年にわたる
ご貢献を記念して創設され、若い研究者を支援する「山田和江賞」も加わりました。
「遠山椿吉記念 食と環境の科学賞」と「遠山椿吉記念 健康予防医療賞」を設け、隔
年で選考顕彰します。

すべての人びとのいのちと環境のために

2024（令和６）年度の第９回食と環境の科学賞は、「食品
の安全」「食品の機能」「水系・食品媒介の感染症・疾患」「生
活環境衛生」を重点課題としました。
「遠山椿吉賞」は日本の公衆衛生において、人びとの危険を

除き、命を守るために、先駆的かつグローバルな視点をもち、
優れた業績をあげて社会に貢献する研究を行った個人または
研究グループに対し顕彰し、賞状、記念品および副賞300万
円を贈呈するものです。
「山田和江賞」は、40歳以下（応募年の４月１日現在）遠

山椿吉賞の応募者の中から、その優秀成果を顕彰し、研究の
さらなる発展を奨励する目的で、賞状、記念品および副賞
100万円を贈呈するものです。

創業者

「顕微鏡」「東京顕微鏡学会雑誌」

受 賞 者

遠山椿吉賞授賞式・受賞記念講演会・レセプション
2025（令和７）年２月12日（水）、ホテルメトロポリタン

エドモント(東京・飯田橋)にて「遠山椿吉記念 第９回 食と環
境の科学賞」の授賞式・受賞記念講演会・レセプションを開
催いたしました。当日は受賞者、来賓の方々、選考委員の先
生方をはじめ、企業、学会、行政機関、報道関係者ほか両法
人関係者など、100名近い参加者が祝福に集まりました。

　遠山椿吉賞受賞者の馬 建鋒氏は大麦等のカドミウムやヒ素の集積に関与する遺伝子を同定するとともに、遺伝子
の組み換え手法を駆使し、それら有害元素の集積を大幅に低下させたイネや大麦の品種改良に尽力されており、質
の高い独創的な研究であると評価されました。また、食の安全性への貢献度が高いだけでなく、社会的インパクト
も大きいと考えられます。
　山田和江賞受賞者の平田 祐介氏は、トランス脂肪酸の中でも、エライジン酸やリノエライジン酸等の人工型のみ
が毒性が強いこと、アラキドン酸や EPA、DHA などがその毒性を軽減することを発見されました。これらの不飽
和脂肪酸を含む食材を摂取することで、トランス脂肪酸によるリスクを軽減させる可能性を突き止めております。
これも食品分野における大きな貢献であり、社会的貢献が高いものと評価されました。
　お二人の研究とも基礎的および応用的な意味においてたいへん優れた研究であります。ご受賞おめでとうござい
ます。

◆選考委員長講評

渡邉 治雄 氏 国立感染症研究所 名誉所員（元所長）
公益財団法人黒住医学研究振興財団　理事長

＊第９回「食と環境の科学賞」受賞者およびその研究についての詳細は、
当法人のホームページをご覧ください。

「遠山椿吉記念 第９回 食と環境の科学賞 山田和江賞」を平田 祐介氏
に授与

平田 祐介氏の記念講演馬 建鋒氏の記念講演

「遠山椿吉記念 第9回 食と環境の科学賞」を馬 建鋒氏(左)に授与
右は当法人の山田匡通理事長
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「穀物有害元素集積機構の解明と低集積品種の育成」

馬 建鋒（ま けんぼう）氏
岡山大学 資源植物科学研究所 教授
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「食品中の多様なトランス脂肪酸の
生体作用機構に関する研究」

平田 祐介（ひらた ゆうすけ）氏
東北大学大学院 薬学研究科 助教

3月「遠山椿吉記念　第９回
 食と環境の科学賞」広報
 ホームページ掲載

4月公募開始

6月末日 締め切り
（７～８月　書類審査）

9月 選考委員会

10月 経営会議で決定

2月授賞式・記念講演会・
　　レセプション

27件 応募

遠山椿吉賞本賞・
山田和江賞　選考
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すべての人びとのいのちと環境のために

2024（令和６）年度の第９回食と環境の科学賞は、「食品
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さらなる発展を奨励する目的で、賞状、記念品および副賞
100万円を贈呈するものです。

創業者

「顕微鏡」「東京顕微鏡学会雑誌」

受 賞 者

遠山椿吉賞授賞式・受賞記念講演会・レセプション
2025（令和７）年２月12日（水）、ホテルメトロポリタン
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生方をはじめ、企業、学会、行政機関、報道関係者ほか両法
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の組み換え手法を駆使し、それら有害元素の集積を大幅に低下させたイネや大麦の品種改良に尽力されており、質
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が毒性が強いこと、アラキドン酸や EPA、DHA などがその毒性を軽減することを発見されました。これらの不飽
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◆選考委員長講評

渡邉 治雄 氏 国立感染症研究所 名誉所員（元所長）
公益財団法人黒住医学研究振興財団　理事長

＊第９回「食と環境の科学賞」受賞者およびその研究についての詳細は、
当法人のホームページをご覧ください。

「遠山椿吉記念 第９回 食と環境の科学賞 山田和江賞」を平田 祐介氏
に授与

平田 祐介氏の記念講演馬 建鋒氏の記念講演

「遠山椿吉記念 第9回 食と環境の科学賞」を馬 建鋒氏(左)に授与
右は当法人の山田匡通理事長

遠山椿吉記念
第９回

食と環境の科学賞

遠山椿吉記念　第９回　食と環境の科学賞

「穀物有害元素集積機構の解明と低集積品種の育成」

馬 建鋒（ま けんぼう）氏
岡山大学 資源植物科学研究所 教授

遠山椿吉記念 第９回 食と環境の科学賞 山田和江賞

「食品中の多様なトランス脂肪酸の
生体作用機構に関する研究」

平田 祐介（ひらた ゆうすけ）氏
東北大学大学院 薬学研究科 助教

3月「遠山椿吉記念　第９回
 食と環境の科学賞」広報
 ホームページ掲載

4月公募開始

6月末日 締め切り
（７～８月　書類審査）

9月 選考委員会

10月 経営会議で決定

2月授賞式・記念講演会・
　　レセプション

27件 応募

遠山椿吉賞本賞・
山田和江賞　選考
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■ 背　景
工業化や都市化によって世界的に多くの農地がカドミウムやヒ素のような有害元素

によって汚染されている。これらの有害元素は作物に吸収され、食物連鎖を介して我々
の健康に悪影響を与える。公害病の一つであるイタイイタイ病は高濃度のカドミウムを
含むコメを摂取し続けたことが原因である。またヒ素の慢性中毒は世界で4000万人も
の被害者がいるとされている。現在は、法律などの整備により、かつてのような高濃度
で局所的なカドミウムやヒ素汚染は減少したが、鉱山や工場、家庭などからの排水、
煤煙、粉塵、農薬や肥料の投入によって、広域にわたり土壌が低～中程度のカドミウ
ムやヒ素に汚染されている。したがって、我々の主な摂取源である米やオオムギのヒ素
やカドミウム濃度を低減させることは健康上きわめて重要かつ緊急の課題である。

■ 調査・研究のねらい
これまでにカドミウムやヒ素汚染土壌の浄化のために、土壌改良（客土など）、植物

による浄化、水管理技術等を駆使して、一定の成果をあげている。しかし、これらの方
法はコストが高く、時間も長くかかってしまう。またカドミウムとヒ素は土壌中での挙
動が大きく異なるため、土壌の管理だけでは、カドミウムとヒ素の両方の集積を減ら
すことは難しい。したがって、一番持続的な方法はカドミウムとヒ素の両方を集積しな
い品種の作出である。イネは世界人口の半分の主食で、我々の主な有害元素の摂取源と
なっている。本研究のねらいは主要作物であるイネやオオムギのカドミウムやヒ素集積
の分子機構を解明し、育種に使える有用遺伝子を同定して、有害元素を集積しない安
全な作物の作出にあった。

■ 調査・研究の成果
世界の代表的なイネ品種145種類とオオムギ品種274種類を用いて、カドミウムやヒ

素の集積に大きな品種間差があることを突き止めた。これらの品種間差や突然変異体等
を利用して、これまでにイネのカドミウム集積に関与する主要遺伝子三つ、オオムギ

のカドミウム集積に関与する主要遺伝子三つの同定に成功した。またイネとヒ素集積に
関与する遺伝子も三つ同定し、これらの遺伝子の役割を様々な手法で解明した。さらに
これらの遺伝子を活用して、遺伝子組み換えや繰り返し交配で低カドミウム集積イネ
と低カドミウム集積オオムギを育成した。育成されたイネとオオムギ品種は品質や収量
に影響がなく、種子中カドミウムの集積が大幅に低下した。これらの成果はNature 
Foodをはじめ、多くのトップジャーナルに発表し、国際的に高く評価されている。

経　　　歴：京都大学大学院農学研究科博士課程修了、農学博士（1991年）

　　　　　　サントリー生物有機科学研究所 博士研究員（1991年）

　　　　　　岡山大学資源生物科学研究所 助手（1995年）

　　　　　　香川大学農学部助教授（1999年）

　　　　　　2005年より現職。

所属学会等： 日本土壌肥料学会評議員（植物栄養部門長、関西支部長歴任）、日本植物生理学会評議員、
国際植物栄養会議国際委員、低pHにおける植物－土壌相互作用国際シンポジウム運営委
員長、国際農業ケイ素学会国際委員

受賞歴等：日本学術振興会賞、日本学士院学術奨励賞（’06年）、日本農学賞（’19年）、日本植物生理
学会賞、紫綬褒章（’22年）

馬 　 建 鋒 （ま　けんぼう）

（岡山大学資源植物科学研究所 教授）

「穀物有害元素集積機構の解明と低集積品種の育成」

受賞者略歴
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　ਓ間が生きるためには、タンύク࣭や水Խ物、
Ϗタミン、ミネϥルなどのӫཆ素が不Մܽで、࣭ࢷ
す。一方、植物は、ಈ物とҟなりແ機ӫཆをӦんで
おり、生きていくためにඞ要なミネϥルは 14 種ྨ
のみです（これら 14 種ྨとࢎ素、水素、素を合
わせて、ඞਢݩ素とよͼます）。
は、40ࢲ　 年ۙく植物のさまざまなミネϥルに関
するڀݚに取り組んできました。ਓ間の݈߁にඞ要
なミネϥル（たとえばカルシウムやమなど）は、ݩ
をたどれば土壌に༝དྷしています。われわれは、土
壌༝དྷのミネϥルを植物を介してઁ取しているので
す。ࢲのڀݚςーϚの一つは、土壌中のミネϥルが、
植物中でどのように輸送されるのか、その機構をղ
໌することです。輸送には、細胞ບ上のタンύク࣭
である輸送体（トϥンスϙーター）がਂく関与して
います。
　ただし、ಈ物が植物を介してઁ取するのは、生ҭ
にඞ要なӫཆ素だけではありません。ಈ物にとって
༗なミネϥル（たとえば、Ξルミχウムやヒ素、
カドミウムなど）によって、土壌が汚染されている
場合もあります。植物が、輸送体によって根からٵ
い上げた༗ミネϥルを、Մ৯෦に運ばれ、積す
ると、ਓ間の݈߁にਂࠁなӨڹをٴ΅すϦスクが生
͡ます。カドミウムによるイタイイタイ病などは、
そのయܕ的なࣄ例です。
　したがって植物中におけるミネϥルの輸送シスς
ムのղ໌は、作物の生ੑ࢈の上だけではなく、৯

の҆શੑにもかかわる重要な課題です。本日は、
物におけるカࠄ、成Ռの中からڀݚのこれまでのࢲ
ドミウムやヒ素などの༗ݩ素の集積機構のղ໌の
取り組みや、その成Ռをもとに༗ݩ素の集積が少
ない種のҭ成に成功したࣄ例などを紹介します。

�．༗ݩૉのリεΫͱཧج४

�) カドミウムのϦεΫͱཧج४

　カドミウムは、日本でެ病の一つであるイタイ
イタイ病のݪҼとして、͝ ଘの方も多いでしΐう。
イタイイタイ病は、米に含まれるカドミウムをݪҼ
として発生した病ؾです。実は、このݪҼ໌ڀにか
かわったうͪの一ਓが、われわれのڀݚॴのઌഐに
たる小ྛ純ઌ生でした。小ྛઌ生は水࣭Պֶがઐ
で、ݝࢁのਆ௨のカドミウムೱが非常にߴ
いことをಥきࢭめました。こうしたઌഐ方のڀݚの
成Ռとして、イタイイタイ病は、ऀױがใࠂされて
 �0 年をܦて、ত 4� 年（1�6� 年）にようやく
にެ病としてೝ定されました。
　イタイイタイ病が発生した時は、カドミウムは
でした。現在、カドگきているঢ়ى෦的に汚染がہ
ミウムは、ڥにʠくബくʡ汚染ががっている
ঢ়گといえます。
　われわれは、ࠄ物中での༗ݩ素の輸送機構のղ
໌、さらに༗ݩ素を含まない҆શなࠄ物の作出を
ࢦしてڀݚしています。カドミウムに関しておも
なڀݚରとしているのは、イネとΦΦムΪです。
イネは日本ਓのओ৯ですが、一方で日本ਓのカドミ
ウムのઁ取源は、 � 割は米からです。そのため、

遠山椿吉記念　第 9 回食と環境の科学賞 授賞式 記念講演

ૉूੵ機構のղ໌ͱݩに͓͚る༗ࠄ
ूੵ品छのҭ

Ԭࢁ大学ɹݯࢿ২科学研究ॴɹ教त
അɹݐ

イネからカドミウムを
減らすことは、非常に
重要なڀݚςーϚで
す。
　さらに、イネは、΄
かのࠄ物（たとえば
コムΪやΦΦムΪな
ど）とൺֱして、カド
ミウムを集積しやすい
というੑ࣭も༗してい
ます。コーデοクスҕ
һձではਫ਼ന米のカド
ミウムのج४を 0�4 
QQN とઃ定していま
す。しかしながら、ج४をえる
米が生࢈・流௨されることもありま
す。たとえば、ฏ成 �� 年（�010 年）
� ݄にはʮਫ਼ന米中のカドミウムج
४（0�4 QQN） を ९ क す る た め に、
日本で改善がඞ要な土地は 4 ສヘク
タールにٴぶʯといったใಓもあり
ました。

2) ώૉのϦεΫͱཧج४

　ヒ素で問題となるのはੑٸಟੑと
ຫੑಟੑです。ฏ成 10 年（1��� 年）
にՎݝࢁでヒ素がࠞ入したカレー
でࢮऀが発生した݅ࣄがありまし
た。この݅ࣄからもわかるように、
ѥヒࢎは非常にಟੑがڧく、少ྔのઁ取でもࢮにࢸ
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地Լ水にߴೱのヒ素が含まれるなど、ਂࠁなঢ়گ
にあります。
　ઌ΄ど、イネは（΄かのࠄ物とൺて）カドミウ
ムを集積しやすいੑ࣭があるとड़ましたが、ヒ素
も集積しやすいです（図 �）。そのため、土壌中の
ヒ素ೱが同͡であっても、イネは（コムΪやΦΦ
ムΪよりも）ヒ素の集積ྔがߴくなります。そのཧ

༝については、୷水ڥではѥヒࢎが多く༹出する
ことや、༹出したѥヒࢎがͪにイネのέイࢎ輸送
体によって輸送されることなどがӨڹしています。
　コメからのヒ素のઁ取ྔはશ体の � 割Ҏ上を
め、そのため、コーデοクスҕһձが �014 年にઃ
定したਫ਼米中のແ機ଶヒ素のج४は 0�� QQN（0�� 
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の輸送体がଘ在します。図 � はわれわれが発ݟし
たέイࢎ輸送体です。-TJ1 と -TJ� は、内ൽと֎ൽ
の྆方にҐஔしています。
　イネが栽培されている水ా土壌では、έイ素はέ
イࢎ、ヒ素はѥヒࢎというܗでଘ在し、子のαイ
ζは΄΅同͡で、電ՙを࣋たないܗଶでଘ在してい
ます。われわれは、έイ素とヒ素のԽֶ࣭ܗがࣅて
いることにணし、ʮѥヒࢎもέイࢎ輸送体によっ
て輸送されるʯというԾઆをཱてました。そのԾઆ
にもとͮき、たとえば排出に関与する輸送体（-TJ�）

の機をܽଛさせたとこΖ、米中のヒ素ೱの低Լ
が֬ೝされました。そうしたݟをもとに、われわ
れは世界でॳめてʮέイࢎの輸送体（-TJ1、-TJ�）
がѥヒࢎも輸送するʯということをղ໌しました。
　根からٵ収されたӫཆ素は、અの෦で༿また
はึにされます。図 3 はイネのઅのஅ໘です。
非常にෳࡶなҡଋで構成されていることがわかり
ます。根によってٵ収されたミネϥルは、અをܦ
て、༿またはึ（ཻࠄ）にされます。われわ
れは、レーβーϚイクϩμイηクション法を༻い

て、ҡଋᝲ෦のӷ胞ບにଘ在する
0T"#$$1 輸送タンύク࣭が、અで
めましࢭ発現していることをಥきߴ
た。0T"#$$1 ࣭は、イネの細胞の
ӷ胞ບ上にہ在し、ҡଋᝲ෦にྡ
するᝲ෦細胞を中৺に発現しま
す。一方で、この輸送体の機をܽ
ଛさせると、અのヒ素ೱは低Լし、
まることがわかߴのヒ素ೱがཻࠄ
りました。

図 � のように、ී௨のイネと、
0T"#$$1 機ܽଛมҟ体でൺֱす
ると、ཻࠄ中のヒ素ೱには 10 ഒ
Ҏ上のࠩが生͡ました。このことは、
のヒ素のにཻࠄ 0T"#$$1
輸送タンύク࣭が非常に重要な割
をՌたしていることを示ࠦしていま
す。こうしたݟをもとに、われわ
れは 0T"#$$1 にಛघなϓϩϞー
ターにܨいだコンストϥクトをಋ入
し、低ヒ素集積のイネ種のҭ成に
成功しています。
　なお、実際の農ۀ現場ではέイࢎ
肥料を与えることで、ཻࠄでのヒ素
の集積が੍されることができま
す。これは、-TJ1 と -TJ� がέイࢎ
とѥヒࢎにڞ௨の輸送体であるた
め、同͡輸送体にରして � 種ྨのݩ
素がڝ合した݁Ռ（έイ素を多く与
えたことで）、ヒ素の輸送が੍さ
れた、とߟえられます。この手法は、

Phloem of EVB

Xylem of EVB

DVB
Node I at flowering stage

図 3　イネのઅのஅ໘ʢϨʔβʔϚイΫϩμイηΫγϣϯ๏にΑるੳ݁Ռʣ

Song et al., PNAS (2014)
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現在、ヒ素の集積を低減させる方法として一般的
になっています。

2) カドミウムの輸送機構の解明

⑴ 一般的な土壌改良の手法
　土壌のカドミウム汚染は、日本だけではなく、
世界的な問題になっています。おもな汚染源とし
て、たとえば電池などの家庭からの廃棄物、肥料
や農薬の投入（不純物としてカドミウムが含まれ
ている）、工場からの排水や排煙などが挙げられ
ます。
　カドミウムに汚染された土壌をきれいにする方
法としては、客土（汚染されていない土壌）などに
よる土壌の修復、植物の力で土壌中のカドミウムな
どを除去するファイトレメディエーションなどがあ
ります。客土法は、イタイイタイ病の発生地域でも
実際に使われた方法です。カドミウムに汚染された
土に小さい石（瓦礫）を積み、その上に汚染されて
いない新しい土を積みます。すると、根はカドミウ
ムに汚染された土まで到達しないので、収穫された
米のカドミウムは非常に少なくなります。ただし、
この方法は多大なコストと時間がかかります。イタ
イイタイ病に関する資料によると、1,600 ヘクター
ルのカドミウムを除去・改善するために、40 年、
400 億円を費やしたそうです。
　ファイトレメディエーションは一時期流行した
方法ですが、手間がかかる、栽培の方法がわから
ない場合があるなど、さまざまな課題があり、実
施は非常にむずかしいです。
　そこで、遺伝的な改良によって、種子にカドミ
ウムが集積しにくい植物の作出に取り組むことに
しました。

⑵ イネにおけるカドミウムの輸送機構
　ここでは、カドミウムが集積しにくいイネの作
出に取り組んだ一例を紹介します（詳細は割愛し
ます）。われわれは、イネのカドミウムの輸送に関
与するいくつか重要な輸送体遺伝子の同定に成功
しました。イネの根におけるカドミウムの輸送機
構を図 5 に示しています。
　土壌中のカドミウムを細胞内に運ぶ輸送体
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図 5　イネの根におけるカドミウムの輸送機構
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図 6　イネの根におけるカドミウムの取り込み

(Ueno et al, PNAS, 2010)

図 7　 OsHMA3 の機能が欠損した品種におけるカドミウムの移行
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現在、ヒ素の集積を低減させる方法として一般的
になっています。

2) カドミウムの輸送機構の解明
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図 5　イネの根におけるカドミウムの輸送機構
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図 6　イネの根におけるカドミウムの取り込み
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図 7　 OsHMA3 の機能が欠損した品種におけるカドミウムの移行
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（0T/SBNQ�）は、֎ൽと内ൽにہ在しています
（図 6）。この輸送体をコードする遺伝子の機をܽ
ଛさせると、カドミウムೱは大෯に低Լします
が、同時に収ྔも低Լしてしまいました。これは、
0T/SBNQ� の本དྷの機は、植物のޫ合成にඞਢ
のݩ素であるϚンΨンの輸送体で、その機をܽଛ
させると（カドミウムだけでなく）ϚンΨンも運
なくなるからです。
　0T/SBNQ� によって根の細胞内に輸送されたカ
ドミウムは、根のӷ胞ບにہ在する 0T)."� に
よってִされます。0T)."� がਖ਼常に機する

種（日本など）では、根にカドミウムをえଓ
けますが、0T)."� の機がࣦわれた種（"OKBOB 
%IBO など）では、カドミウムは根のӷ胞内にִ
されず、地上෦（ܪ༿෦、われわれが৯られ
るՄ৯෦である種子）のҠ行が多くなります。
"OKBOB %IBO では、1 Ξミϊࢎのมҟで 0T)."�
が機しなくなり、ٵ収されたカドミウムの多くが
地上෦に運ばれます（図 7）。
　0T)."� は、根内ৌ細胞の細胞ບにہ在する輸
送体で、カドミウムを根から地上෦運ぶことに関
与します。0T)."� 遺伝子の機をܽଛさせると、

米中のカドミウムೱは大෯に低Լし
ます。ただし、0T)."� は植物のඞ
ਢݩ素であるѥԖの輸送体でもある
ため、0T)."� が機しなくなると、
植物の生ҭや収ྔにもϚイφスのӨڹ
を与えてしまいます（図 �）。そのため、
この遺伝子の機ܽଛは、イネのҭ種
には不きです。
　Ҏ上のことから、カドミウムフϦー
のイネを作出するために、われわれ
は 0T)."� にணしました。ਓҝ的
に 0T)."� をա発現させ、カドミ
ウムに汚染された土壌に栽培したとこ
Ζ、カドミウムは根の෦にとどまり、
Մ৯෦での集積はえられました。΄
かのミネϥル（మやѥԖなど）の集積
には、΄とんどӨڹはありませんでし
た。生ҭや収ྔのӨڹも、΄とんど
られませんでした（図ݟ �）。

 ᾉカドミウム集積が低い種の作出
　低カドミウム集積イネをҭ成するた
めに、カドミウム集積の種間ࠩをௐ
ることにしました。そこで、世界の
 1�0 種を同݅͡Լで栽培して、
種͝とにカドミウムの集積をௐࠪし
ました。インドで栽培される 1PLLBMJ

（ϙοカϦ）という種は、常にカド
ミウムೱが低いというಛをಥきと
めました。そのݪҼをௐたとこΖ、

図 �　 OsHMA� の機能の欠損がカドミウムおΑͼѥԖのੵにٴ΅͢Өڹ

図 �　OsHMA3 のաൃݱがถのカドミウムೱੜ࢈にٴ΅͢Өڹ

ϙοカϦはカドミウムʗϚンΨンの輸送体をコード
する遺伝子（┓┷┒┶┥┱┴⓹）が重ෳしてଘ在している
ことがわかりました（図 ��）。 1�0 種の中で、
┓┷┒┶┥┱┴⓹ の重ෳがݟられたのは 1PLLBMJ だけでし
た。この遺伝子が重ෳしていることで、カドミウム
とϚンΨンの根の細胞内の取りࠐみが૿Ճしま
す。そして、地上෦のカドミウムのస流をϚンΨ
ンがڝ合的に્し、地上෦のカドミウムの集積
が੍されている、とߟえています（図 ��）。
　われわれは、1PLLBMJ の遺伝子を܁りฦしަで
コシヒカϦにಋ入することで、ຯや収ྔにӨڹを与
えることなく、ਫ਼米のカドミウム集積を �0ˋ低
Լさせる種の作出に成功しました。ޙࠓ、低カド
ミウムイネのҭ種の素ࡐとして༗༻ੑが期できま
す。

4．イネ以外のカドミウムフリー作物の作出

　われわれは、イネҎ֎の植物でも、༗ݩ素の輸
送機構のղ໌、༗ݩ素フϦーの作物の作出をਐめ
ています。ここでは、ΦΦムΪに関するڀݚの一例
を紹介します。
　われわれは、イネと同༷に、世界֤ࠃのΦΦム
Ϊを同一݅で栽培して、ΦΦムΪの種による
カドミウム集積のҧいをௐました。その݁Ռ、
#$4�1�（ΞフΨχスタン༝དྷの種）でカドミウ
ム集積が低いことがわかりました。ओにৢで使
われている日本のΦΦムΪ種ʮはるなೋʯと
#$4�1� をަし、ݪҼ遺伝子を同定したとこΖ、
┌┺┌┑┅⓷ という遺伝子にىҼすることがわかりま
した。この輸送体はલड़のイネの 0T)."� と同༷、
ӷ胞ບにہ在し、カドミウムを輸送します。この遺
伝子の発現をൺֱしたとこΖ、#$4�1� の方が（は
るなೋよりも） � ഒߴいことを֬ೝしました。
　そこで、#$4�1� は、より多くのカドミウムが根
のӷ胞にִされているとߟえ（図 ��）、はるなೋ
に #$4�1� との܁りฦしަを行い、┌┺┌┑┅⓷
の遺伝子をಋ入しました。その݁Ռ、カドミウム集
積は #$4�1� と同レϕルの低カドミウム集積の種
を作出することに成功しました。
も、さまざまな輸送体の同定や輸送機構のղޙࠓ　
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■ 背　景
トϥンスࢷࢎは、素�素原子間にトϥンス̎ܕ重݁߹を有するෆࢷࢎの

一種で、生体で߹成されͣ、主に食品摂取を௨して生体に取りࠐまれる。これまで
のӸ学ௐࠪから、トϥンスࢷࢎは॥ױ࣬ܥثをはじめとする様々な࣬ױのリスΫ
ϑΝΫターとされ、食品中含有量の表ࣔや低減、摂取量の減少など、世界֤国でこれ
までに様々なରࡦや੍نの取り組みがなされてきたが、ͦのฒみはͦΖっていない。
ͦの大きな理༝として、ࡉ๔ɾ分子Ϩϕルでの解ੳྫがしく、トϥンスࢷࢎの۩
体的な生体作用ٴͼ作用機構（毒性発現機構）がະ解明なため、関連࣬ױのৄࡉな発
機ংがະだෆ明で、ରࡦɾ੍نの科学的ࠜڌがしいことが挙げられる。また、食品中
には、工業的な༉ɾ食品ա程で（シスܕ）ෆࢷࢎが異性化して࢈生されるʮ人
工ܕ：Τϥイジンࢎなどʯやʮトϥンス多価ෆࢷࢎ 	16F"
：トϥンス&1"ɾ
%H"などʯ、ᢸ動物のңの中のඍ生物や一部の植物中で࢈生されるʮఱ然ܕ：トϥン
スόΫηンࢎなどʯといった、多様なトϥンスࢷࢎがଘ在するが、֤種トϥンスࢷ
。の毒性の有ແや、生体作用のҧいについてはෆ明であったࢎ

■ 調査・研究のねらい
Ҏ上のようなトϥンスࢷࢎの研究എܠを౿まえ、本研究では、Ҏ下の̐を研究

的とした。
̍） 毒性作用の分子ج൫の解明
種͝との毒性リスΫの差異のѲࢎࢷ （̎
̏） 毒性ܰ減の方法の։発
̐） トϥンス16F" の࢈生機構と機的役割の解明

■ 調査・研究の成果
受賞者らは、トϥンスࢷࢎがࡉ๔֎"51（ࣗݾ༝དྷのىԌ性因子）や%N"ଛইに

よってҾきىこされるࡉ๔ࢮ（Ξポトーシス）、Ԍをଅਐすることを発ݟした。ͦ の۩

体的な作用機構として、ࡉ๔֎"51の場߹には"4,1�p��経࿏の活性化、%N"ଛইの
場߹にはミトコンドリΞやN"%1HオΩシμーθを介した活性ࢎ素࢈生を૿ڧするこ
とで、ࡉ๔ࢮやԌをଅਐすることを解明した。さらに、これらは人工ܕトϥンスࢷ
ࢎࢷෆܕなどのシスࢎにのみೝめられる毒性作用であり、16F"やオϨインࢎ
によってޮ果的に੍Մであることを明らかにした。

一方、トϥンス16F"には、ࢷ質աࢎ化にってҾきىこされるϑΣϩトーシスと
いうࡉ๔ࢮ（Ξポトーシスのような੍ޚ性ࡉ๔ࢮの1つ）を੍する役割があることを発
生され、N"%1Hオ࢈化時に生体でඇ߬素的にࢎ質աࢷ、した。トϥンス16F"はݟ
Ωシμーθ્害により活性ࢎ素࢈生を੍することで、ϑΣϩトーシスを੍するこ
とをݟいだした。また、աࢎ化ࢷ質の৽نΤϑΣΫター分子として、機ցܹ受༰体
1Je[o1�531νャネルを同定し、これらのνャネルの活性化がࡉ๔ࢮをଅਐする組み
を明らかにした。 

Ҏ上の成果から、人工ܕトϥンスࢷࢎに一定の੍نやରࡦがҾき続きඞ要となる
一方、ఱ然ܕトϥンスࢷࢎについては、ա度にリスΫを大きくݟ積もって含有食品
の摂取をආけるといった食生活のภりを͙ためのリスΫコミϡχケーシϣンに役ཱ
つことがࣔࠦされた。また、16F"やオϨインࢎなどのಛ定のシスܕෆࢷࢎが人
工ܕトϥンスࢷࢎの毒性をܰ減できることや、トϥンス16F"がϑΣϩトーシス
੍作用というޮを有することなどから、దなࢷࢎの摂取が健康૿ਐにد与する
Մ性がࣔされた。 

のより࣮ଶにଈしࢎࢷは、これまでにಘられた研究成果をもとに、トϥンスޙࠓ
たリスΫ管理ાஔやリスΫコミϡχケーシϣンのఏҊ、ಛ定のシスܕෆࢷࢎや
トϥンス16F"の摂取による関連࣬ױの༧ɾ改ળޮ果の࣮ূなどをਐめていきたい。

ฏ ా  ༞ հ （ͻらた　Ώうすけ）

（౦大学大学院薬学研究科　助教）

「৯品தのଟ༷ͳτϥϯεࢷࢎの
　　　　　　　ੜମ࡞༻機構ʹؔ͢Δ研究」

໌を௨͡て、༗ݩ素フϦーで、҆શでӫཆՁのߴ
い作物の作出に取り組んでいきたいとߟえていま
す。

�．͓ΘΓʹ

ॴは、大ਖ਼ڀݚがॴଐする資源植物Պֶࢲ　 � 年
（1�14 年）に大ݪඒज़ؗのઃऀとしてられる大
ॴڀݚのある࢙ྺ、によってઃཱされたࢯࡾଙݪ
です。ࢲはҎલ、ڀݚॴの࢙料ؗのؗをめたこ
とがあり、ฏ成 �1 年（�00� 年）にʮو重ॻでݟる
ըしたことがあاʯというల示をإのே࣏໌・ށߐ
ります。ࠓճのडに際して、ԕ٢௴ࢁത࢜に関す
るॻ物をಡんでいたとこΖ、ԕࢁത࢜のझຯの一つ
がேإであったことをりました。ԕࢁത࢜の時
から 100 年Ҏ上もれていますが、ேإを௨͡てࣗ
とԕࢁത࢜のつながりがۙく͡ײられました。
は、多くڀݚのこれまでのࢲ、になりますがޙ࠷　
のスタοフやֶ生、ࠃ内֎のڞ同ऀڀݚのڠ力にࢧ
えられてきました。この場をआりて、ਂくँײਃし
上げます。
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■ 背　景
トϥンスࢷࢎは、素�素原子間にトϥンス̎ܕ重݁߹を有するෆࢷࢎの

一種で、生体で߹成されͣ、主に食品摂取を௨して生体に取りࠐまれる。これまで
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ϑΝΫターとされ、食品中含有量の表ࣔや低減、摂取量の減少など、世界֤国でこれ
までに様々なରࡦや੍نの取り組みがなされてきたが、ͦのฒみはͦΖっていない。
ͦの大きな理༝として、ࡉ๔ɾ分子Ϩϕルでの解ੳྫがしく、トϥンスࢷࢎの۩
体的な生体作用ٴͼ作用機構（毒性発現機構）がະ解明なため、関連࣬ױのৄࡉな発
機ংがະだෆ明で、ରࡦɾ੍نの科学的ࠜڌがしいことが挙げられる。また、食品中
には、工業的な༉ɾ食品ա程で（シスܕ）ෆࢷࢎが異性化して࢈生されるʮ人
工ܕ：Τϥイジンࢎなどʯやʮトϥンス多価ෆࢷࢎ 	16F"
：トϥンス&1"ɾ
%H"などʯ、ᢸ動物のңの中のඍ生物や一部の植物中で࢈生されるʮఱ然ܕ：トϥン
スόΫηンࢎなどʯといった、多様なトϥンスࢷࢎがଘ在するが、֤種トϥンスࢷ
。の毒性の有ແや、生体作用のҧいについてはෆ明であったࢎ

■ 調査・研究のねらい
Ҏ上のようなトϥンスࢷࢎの研究എܠを౿まえ、本研究では、Ҏ下の̐を研究

的とした。
̍） 毒性作用の分子ج൫の解明
種͝との毒性リスΫの差異のѲࢎࢷ （̎
̏） 毒性ܰ減の方法の։発
̐） トϥンス16F" の࢈生機構と機的役割の解明

■ 調査・研究の成果
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とをݟいだした。また、աࢎ化ࢷ質の৽نΤϑΣΫター分子として、機ցܹ受༰体
1Je[o1�531νャネルを同定し、これらのνャネルの活性化がࡉ๔ࢮをଅਐする組み
を明らかにした。 

Ҏ上の成果から、人工ܕトϥンスࢷࢎに一定の੍نやରࡦがҾき続きඞ要となる
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経　　歴：౦京大学薬学部薬学科ଔ業（2007年）

　　　　　日本学術振興会ಛผ研究員（%$1）（2009年）

　　　　　౦京大学大学院薬学ܥ研究科修了（薬学博士）（2012年）

　　　　　大ࡕ大学ඍ生物病研究所ɾಛ任研究員（2012年）

　　　　　2014年10݄より現職。ͦ の間、カナμɾトϩントখࣇ病院ɾ客員研究員（2021�2022年）
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ントɾコスϞス奨励賞、日本薬学会ڥӴ生部会ɾۚ原賞、日本ࢎ化ストϨス学会 学術
奨励賞	’19
、౦大学大学院薬学研究科長賞	’19�2124
、日本薬学会奨励賞	’21
、Ϩドッ
Ϋス3�%ઓུ委員会 ୈ2 ճए手シンポジウム�ಛผの部� ಆ賞	’22
、日本生化学会
౦支部奨励賞	’24

’24	ೕೕ品健康科学202�年度研究 ༏ल賞ڇ、

受賞者略歴

�．͡Ίʹ

　ストレスとは、生体の߃常ੑをཚす生体内
֎のڥҼ子のことで、ਁಁѹやԹのมԽ
などのʮ物ཧԽֶ的ストレスʯ、細ەやウイル
スのײ染などのʮ生物ֶ的ストレスʯなどが
あります。ࢲたͪの体を構成する細胞は、こ
うしたストレスに常にമされており、ストレ
スの種ྨやڧにԠ͡て、細胞ࢮ、生ଘҡ࣋、
໔ӸԠなど、దな細胞Ԡを༠ಋします。
ڥでは、細胞がこのようなࣨڀݚのॴଐࢲ
ストレスにമ࿐された際に、どのようにストレ
スをײし、దなԠを༠ಋすること
で、生体߃常ੑをҡ࣋するのか、とくに
細胞内シάφル伝達（とくにΩφーθ
子やその੍ޚ子にணして）、ストレ
スԠ（細胞ࢮ・Ԍ）、Ӵ生Խֶなど
の؍からڀݚを行っています（図 �）。
して߈生物ֶをઐ࣭ࢷは、ֶ生時はࢲ
おり、ࣗ のڀݚςーϚをల։する中で、

ʮトϥンスࢷࢎʯにணしました。

�．τϥϯεࢷࢎͱ

　細胞は、࣭ࢷのບが֎ଆと内ଆをִてる構を
とっています（これを࣭ࢷೋ重ບ構といいます）。
の一種ですが、௨常、われわれの体内࣭ࢷはࢎࢷ
にはトϥンスࢷࢎはଘ在しません。

ࢎࢷͱτϥϯεࢎࢷ➳

子間のೋ重݁合の༗ແにݪは、素ʕ素ࢎࢷ　
よってʮࢷࢎʯとʮ不ࢷࢎʯにྨさ
れます。そして、不ࢷࢎは、ೋ重݁合のཱ体
ஔのҧいからʮシスࢷࢎʯとʮトϥンスࢷࢎʯ

遠山椿吉記念　第 9 回食と環境の科学賞 山田和江賞 授賞式 記念講演

食品中の多様なトランス脂肪酸の
生体作用機構に関する研究

東北大学 大学院薬学研究科 衛生化学分野
助教   平田 祐介

図 �　ετϨεԠの࡞༻機ং
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ϑΝΫターとされ、食品中含有量の表ࣔや低減、摂取量の減少など、世界֤国でこれ
までに様々なରࡦや੍نの取り組みがなされてきたが、ͦのฒみはͦΖっていない。
ͦの大きな理༝として、ࡉ๔ɾ分子Ϩϕルでの解ੳྫがしく、トϥンスࢷࢎの۩
体的な生体作用ٴͼ作用機構（毒性発現機構）がະ解明なため、関連࣬ױのৄࡉな発
機ংがະだෆ明で、ରࡦɾ੍نの科学的ࠜڌがしいことが挙げられる。また、食品中
には、工業的な༉ɾ食品ա程で（シスܕ）ෆࢷࢎが異性化して࢈生されるʮ人
工ܕ：Τϥイジンࢎなどʯやʮトϥンス多価ෆࢷࢎ 	16F"
：トϥンス&1"ɾ
%H"などʯ、ᢸ動物のңの中のඍ生物や一部の植物中で࢈生されるʮఱ然ܕ：トϥン
スόΫηンࢎなどʯといった、多様なトϥンスࢷࢎがଘ在するが、֤種トϥンスࢷ
。の毒性の有ແや、生体作用のҧいについてはෆ明であったࢎ

■ 調査・研究のねらい
Ҏ上のようなトϥンスࢷࢎの研究എܠを౿まえ、本研究では、Ҏ下の̐を研究

的とした。
̍） 毒性作用の分子ج൫の解明
種͝との毒性リスΫの差異のѲࢎࢷ （̎
̏） 毒性ܰ減の方法の։発
̐） トϥンス16F" の࢈生機構と機的役割の解明

■ 調査・研究の成果
受賞者らは、トϥンスࢷࢎがࡉ๔֎"51（ࣗݾ༝དྷのىԌ性因子）や%N"ଛইに

よってҾきىこされるࡉ๔ࢮ（Ξポトーシス）、Ԍをଅਐすることを発ݟした。ͦ の۩

体的な作用機構として、ࡉ๔֎"51の場߹には"4,1�p��経࿏の活性化、%N"ଛইの
場߹にはミトコンドリΞやN"%1HオΩシμーθを介した活性ࢎ素࢈生を૿ڧするこ
とで、ࡉ๔ࢮやԌをଅਐすることを解明した。さらに、これらは人工ܕトϥンスࢷ
ࢎࢷෆܕなどのシスࢎにのみೝめられる毒性作用であり、16F"やオϨインࢎ
によってޮ果的に੍Մであることを明らかにした。

一方、トϥンス16F"には、ࢷ質աࢎ化にってҾきىこされるϑΣϩトーシスと
いうࡉ๔ࢮ（Ξポトーシスのような੍ޚ性ࡉ๔ࢮの1つ）を੍する役割があることを発
生され、N"%1Hオ࢈化時に生体でඇ߬素的にࢎ質աࢷ、した。トϥンス16F"はݟ
Ωシμーθ્害により活性ࢎ素࢈生を੍することで、ϑΣϩトーシスを੍するこ
とをݟいだした。また、աࢎ化ࢷ質の৽نΤϑΣΫター分子として、機ցܹ受༰体
1Je[o1�531νャネルを同定し、これらのνャネルの活性化がࡉ๔ࢮをଅਐする組み
を明らかにした。 

Ҏ上の成果から、人工ܕトϥンスࢷࢎに一定の੍نやରࡦがҾき続きඞ要となる
一方、ఱ然ܕトϥンスࢷࢎについては、ա度にリスΫを大きくݟ積もって含有食品
の摂取をආけるといった食生活のภりを͙ためのリスΫコミϡχケーシϣンに役ཱ
つことがࣔࠦされた。また、16F"やオϨインࢎなどのಛ定のシスܕෆࢷࢎが人
工ܕトϥンスࢷࢎの毒性をܰ減できることや、トϥンス16F"がϑΣϩトーシス
੍作用というޮを有することなどから、దなࢷࢎの摂取が健康૿ਐにد与する
Մ性がࣔされた。 

のより࣮ଶにଈしࢎࢷは、これまでにಘられた研究成果をもとに、トϥンスޙࠓ
たリスΫ管理ાஔやリスΫコミϡχケーシϣンのఏҊ、ಛ定のシスܕෆࢷࢎや
トϥンス16F"の摂取による関連࣬ױの༧ɾ改ળޮ果の࣮ূなどをਐめていきたい。

経　　歴：౦京大学薬学部薬学科ଔ業（2007年）

　　　　　日本学術振興会ಛผ研究員（%$1）（2009年）

　　　　　౦京大学大学院薬学ܥ研究科修了（薬学博士）（2012年）

　　　　　大ࡕ大学ඍ生物病研究所ɾಛ任研究員（2012年）

　　　　　2014年10݄より現職。ͦ の間、カナμɾトϩントখࣇ病院ɾ客員研究員（2021�2022年）
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�．͡Ίʹ

　ストレスとは、生体の߃常ੑをཚす生体内
֎のڥҼ子のことで、ਁಁѹやԹのมԽ
などのʮ物ཧԽֶ的ストレスʯ、細ەやウイル
スのײ染などのʮ生物ֶ的ストレスʯなどが
あります。ࢲたͪの体を構成する細胞は、こ
うしたストレスに常にമされており、ストレ
スの種ྨやڧにԠ͡て、細胞ࢮ、生ଘҡ࣋、
໔ӸԠなど、దな細胞Ԡを༠ಋします。
ڥでは、細胞がこのようなࣨڀݚのॴଐࢲ
ストレスにമ࿐された際に、どのようにストレ
スをײし、దなԠを༠ಋすること
で、生体߃常ੑをҡ࣋するのか、とくに
細胞内シάφル伝達（とくにΩφーθ
子やその੍ޚ子にணして）、ストレ
スԠ（細胞ࢮ・Ԍ）、Ӵ生Խֶなど
の؍からڀݚを行っています（図 �）。
して߈生物ֶをઐ࣭ࢷは、ֶ生時はࢲ
おり、ࣗ のڀݚςーϚをల։する中で、

ʮトϥンスࢷࢎʯにணしました。

�．τϥϯεࢷࢎͱ

　細胞は、࣭ࢷのບが֎ଆと内ଆをִてる構を
とっています（これを࣭ࢷೋ重ບ構といいます）。
の一種ですが、௨常、われわれの体内࣭ࢷはࢎࢷ
にはトϥンスࢷࢎはଘ在しません。

ࢎࢷͱτϥϯεࢎࢷ➳

子間のೋ重݁合の༗ແにݪは、素ʕ素ࢎࢷ　
よってʮࢷࢎʯとʮ不ࢷࢎʯにྨさ
れます。そして、不ࢷࢎは、ೋ重݁合のཱ体
ஔのҧいからʮシスࢷࢎʯとʮトϥンスࢷࢎʯ

遠山椿吉記念　第 9 回食と環境の科学賞 山田和江賞 授賞式 記念講演

食品中の多様なトランス脂肪酸の
生体作用機構に関する研究

東北大学 大学院薬学研究科 衛生化学分野
助教   平田 祐介

図 �　ετϨεԠの࡞༻機ং
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脂肪酸 シス脂肪酸

トランス脂肪酸

 自然界に普遍的に存在

(生体内で酵素的に産生される)

 生体機能調節作用 (EPA・DHAなど)

シス

トランス

図 のྨࢎࢷおΑͼτϥϯεࢎࢷ　�
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にྨされます（図 �）。
　不ࢷࢎは、生体機ௐઅに重要
なࢷࢎで、̚ ̥̖や̙̝̖のようにʮ体
に良いとされるࢷࢎʯもられていま
す。ࣗવ界にීว的にଘ在するのはʮシ
スܕʯで、われわれの生体内でも、߬素
的に࢈生されるものはシスܕです。
　一方、ʮトϥンスܕʯは、௨常生体内
で࢈生されず、৯を௨してਓ間の体内
に取りࠐまれるࢷࢎです。たとえばエ
ϥイδンࢎは、ओに৯のաఔでਓ
工的に生成されるද的なトϥンスࢷ
は、৯を௨してਓܕです。トϥンスࢎ
間の体内に取りࠐまれる物࣭であり、こ
れまでさまざまな࣬ױのϦスクファク
ターになりಘることが示ࠦされてきました。

➴τϥϯεࢷࢎのੜաఔ

　トϥンスࢷࢎの生࢈աఔで࠷も問題ࢹ
されてきたのは、ߗԽ༉（ϚーΨϦンや
ショートχンάなど）のでしΐう。༉
たとえ）ࢎࢷ成として含まれるシスࢷ
ばΦレインࢎなど）は常Թではӷ体です。
そのため、௨常、植物ੑ༉ࢷやಈ物ੑ༉ࢷは、
常Թではӷ体です。このӷ体の༉ࢷ成は、
水素ఴՃ（৮ഔを༻いて水素Ճすること）
により、常Թでݻ体のࢷࢎ（スςΞ
Ϧンࢎ）にมされます。
　そのมաఔで水素Ճされなかった一
෦は、不ࢷࢎにりますが、その際、
よりエネルΪー的に҆定なトϥンスܕのೋ
重݁合にります。そのときの෭࢈物とし
て、エϥイδンࢎなどのトϥンスࢷࢎが
生されます（図࢈ 3）。したがって、現在、
水素ఴՃ༉ࢷのは、米ࠃ・カφμをは͡め、さ
まざまなࠃでݶ੍・ࢭېされていますが、༉ࢷのՃ
やषなどのաఔでも、水素ఴՃと同༷のݪཧで
トϥンスࢷࢎがわずかに࢈生されることがられ
ています。

➵৯ʹ͓͚Δτϥϯεࢷࢎのؚ༗ྔ

　トϥンスࢷࢎは、༉ࢷ成を含むさまざまな৯
に含まれます（ද �）。一෦のトϥンスࢷࢎは、
生され࢈などのᢸಈ物の体内でڇ、ड़のようにޙ
ます。そのため、トϥンスࢷࢎはՃ工৯にݶっ
た問題ではなく、やೕなどにも含まれていま
す。

ステアリン酸 (18:0)

HO C

O

オレイン酸 (18:1, cis-9)

HO C

O

エライジン酸 (18:1, trans-9)

Ỉ素ຍNi

HO C

O

Ni

HO C

O

エ䝛䝹䜼䞊

ᛂ䛾㐍⾜

䠄୰㛫体䠅

⼥Ⅼ䠖13.4ºC

䠄ᖖ でᾮ体䠅

⼥Ⅼ䠖69.6ºC

䠄ᖖ でᅛ体䠙◳䠅

⼥Ⅼ䠖46.5ºC

䠄産≀䠅

シ䝵䞊ト䝙ン䜾᳜≀ᛶ・ື≀ᛶἜ脂 䝬䞊䜺リン

図 3　τϥϯεࢷ࢈ࢎੜのྫɿߗԽ༉のաఔ

ද ༗ؚࢎࢷにྲྀ௨し͍ͯる৯品のτϥϯεࠃ　� ʢྔ���6 ௐࠪの݁Ռʣ
ग़యɿֳɾ৯品҆શҕһձ ϑΝΫτγʔτ ���� վగ൛

　1��0 年から、ϚーΨϦンやショー
トχンάが、トϥンスࢷࢎを多く含む
৯として、問題ࢹされるようになり
ました。時は৯ 100 H たり ��0 ʙ
1��� H という、かなりのྔのࢷࢎが含
まれていたようです。現在は、�014 ʙ
1� 年の農ྛ水࢈লのௐࠪによると、100 
H たりのトϥンスࢷࢎの৯中の含
༗ྔは、ϚーΨϦン 0��� H、ファストス
ϓレοド 0�6� H、ショートχンά 1�0 H な
ど、かなり低減されています。これは、
৯ۀاの力によるとこΖが大きいとࢥいます。

➶ओཁͳ৯தτϥϯεࢷࢎの༝དྷͱྨ

図 � ではࢷࢎの構も示しています。ʮਓ工ܕʯ
は、༉ࢷの෭ԠでシスࢷࢎがҟੑԽする際
に生͡るもので、ϚーΨϦンやショートχンά、՛
子ྨなどに多く含まれます。一方、ʮఱવܕʯは、
などのᢸಈ物のңの中のඍ生物が合成するものڇ
で、ڇやೕなどに多く含まれます。
　また、৯中にはトϥンス̛̥̪̖（ߴ不
ࢷQPMZVOTBUVSBUFE GBUUZ BDJET）という、ࢎࢷ
種もଘ在します。̛̥̪̖はෳの素 � 素間ೋ
重݁合を༗するࢷࢎのことで、そのද例として
ෳのೋ重݁合を含む構で、エイコαϖンタエン
など（̖̝̙）ࢎドコαヘΩαエン、（̖̥̚）ࢎ
がられています。これらは੨ڕに多く含まれ、ਆ
にױなど、さまざまな࣬ױ࣬ܥثや॥ױมੑ࣬ܦ
ରする病ଶ改善作༻もใࠂされています。
　トϥンス̛̥̪̖は、̛̥̪̖が༉ࢷաఔな
どで一෦トϥンスҟੑԽしたもので、エϥイδンࢎ
などのओ要なトϥンスࢷࢎとൺると、含༗ྔは
͝くඍྔではありますが、一෦の৯中に含まれて
いることがられています。

➷τϥϯεࢷࢎのڀݚରࡦのྺ࢙

　ただし、これまでトϥンスࢷࢎの݈߁Ϧスクに
ついて͡る際、ʮఱવܕʯとʮਓ工ܕʯという構
のҧいは、あまりີݫな۠ผがなされてきません
でした。৯中には構のҟなるトϥンスࢷࢎが
ଘ在するにもかかわらず、それらがը一的にଊえら

れてきた、というܦҢがあるのです。
　1��� 年に米ࠃ・イϦϊイ大ֶのフレοド・カϚϩڭ
तが、ਓの݂中や組৫中にトϥンスࢷࢎというもの
があることを、世界でॳめてใࠂしました。�0 年
に入ると、Ӹֶڀݚからトϥンスࢷࢎによって݂中
のѱۄコレスςϩール（̡̡̙）が૿えて善ۄコレス
ςϩール（̡̝̙）が減ることや、コϗートڀݚから
トϥンスࢷࢎがףঢ়ಈ຺ੑの৺࣬ױの重大なϦスク
Ҽ子であることなどがわかってきました。
　そうしたݟをجに、米ࠃでは �006 年に৯中
の含༗ྔのද示をٛͮけたり、χϡーϤークभで
はҿ৯ళでఏڙされる৯で工ۀ༝དྷトϥンスࢷ
する例がެされましࢭېの使༻することをࢎ
た。そのޙのௐࠪで、৺࠹ߎےのጶױが���ˋ、
॥ױ࣬ܥثによるࢮが 4��ˋ減少したことが
໌しており、こうした施ࡦは関࿈࣬ױのϦスク低
減にޮՌを上げたとߟえられています。
のઁ取ྔにࢎࢷまでに、̬̝̤はトϥンスߟࢀ　
関してʮエネルΪーൺ 1�0ˋҎ内のઁ取であればӸ
ֶ的に問題ないʯと発දしています。実は、日本は
トϥンスࢷࢎが問題になったॳから、このʮエ
ネルΪーൺ 1ˋʯというج४を常にԼճっていまし
た。そのため、日本では৯中含༗ྔのද示ٛや、
ઁ取ྔの੍ݶなど、法的な੍نは行われは一؏して
とられてきませんでした。

➸τϥϯεࢷࢎのݮগʹੈ͚ͨքのऔΓΈ

　世界 �� ϲࠃ（ 40 億ਓ）にରして、̬̝̤がਪ
するトϥンスࢷࢎの੍نやରࡦがとられていま
す。̛̙̖（米ࠃ৯ҩ薬ہ）は �01� 年、෦

図 �　τϥϯεࢷࢎΛؚ༗͢るදతͳ৯品
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にྨされます（図 �）。
　不ࢷࢎは、生体機ௐઅに重要
なࢷࢎで、̚ ̥̖や̙̝̖のようにʮ体
に良いとされるࢷࢎʯもられていま
す。ࣗવ界にීว的にଘ在するのはʮシ
スܕʯで、われわれの生体内でも、߬素
的に࢈生されるものはシスܕです。
　一方、ʮトϥンスܕʯは、௨常生体内
で࢈生されず、৯を௨してਓ間の体内
に取りࠐまれるࢷࢎです。たとえばエ
ϥイδンࢎは、ओに৯のաఔでਓ
工的に生成されるද的なトϥンスࢷ
は、৯を௨してਓܕです。トϥンスࢎ
間の体内に取りࠐまれる物࣭であり、こ
れまでさまざまな࣬ױのϦスクファク
ターになりಘることが示ࠦされてきました。

➴τϥϯεࢷࢎのੜաఔ

　トϥンスࢷࢎの生࢈աఔで࠷も問題ࢹ
されてきたのは、ߗԽ༉（ϚーΨϦンや
ショートχンάなど）のでしΐう。༉
たとえ）ࢎࢷ成として含まれるシスࢷ
ばΦレインࢎなど）は常Թではӷ体です。
そのため、௨常、植物ੑ༉ࢷやಈ物ੑ༉ࢷは、
常Թではӷ体です。このӷ体の༉ࢷ成は、
水素ఴՃ（৮ഔを༻いて水素Ճすること）
により、常Թでݻ体のࢷࢎ（スςΞ
Ϧンࢎ）にมされます。
　そのมաఔで水素Ճされなかった一
෦は、不ࢷࢎにりますが、その際、
よりエネルΪー的に҆定なトϥンスܕのೋ
重݁合にります。そのときの෭࢈物とし
て、エϥイδンࢎなどのトϥンスࢷࢎが
生されます（図࢈ 3）。したがって、現在、
水素ఴՃ༉ࢷのは、米ࠃ・カφμをは͡め、さ
まざまなࠃでݶ੍・ࢭېされていますが、༉ࢷのՃ
やषなどのաఔでも、水素ఴՃと同༷のݪཧで
トϥンスࢷࢎがわずかに࢈生されることがられ
ています。

➵৯ʹ͓͚Δτϥϯεࢷࢎのؚ༗ྔ

　トϥンスࢷࢎは、༉ࢷ成を含むさまざまな৯
に含まれます（ද �）。一෦のトϥンスࢷࢎは、
生され࢈などのᢸಈ物の体内でڇ、ड़のようにޙ
ます。そのため、トϥンスࢷࢎはՃ工৯にݶっ
た問題ではなく、やೕなどにも含まれていま
す。
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図 3　τϥϯεࢷ࢈ࢎੜのྫɿߗԽ༉のաఔ

ද ༗ؚࢎࢷにྲྀ௨し͍ͯる৯品のτϥϯεࠃ　� ʢྔ���6 ௐࠪの݁Ռʣ
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➶ओཁͳ৯தτϥϯεࢷࢎの༝དྷͱྨ
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重݁合を༗するࢷࢎのことで、そのද例として
ෳのೋ重݁合を含む構で、エイコαϖンタエン
など（̖̝̙）ࢎドコαヘΩαエン、（̖̥̚）ࢎ
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た。そのため、日本では৯中含༗ྔのද示ٛや、
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とられてきませんでした。

➸τϥϯεࢷࢎのݮগʹੈ͚ͨքのऔΓΈ
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図 �　τϥϯεࢷࢎΛؚ༗͢るදతͳ৯品
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水素ఴՃ༉ࢷ（ఱવ༝དྷのものは除く）
を̧̨̜̖（一般に҆શとみなされる৯
ఴՃ物）から除֎しました。カφμも、
อ݈লが෦水素ఴՃ༉ࢷの৯中の使
༻をࢭېしました。一方、世界には੍ن
やાஔがとられていないࠃも多いのが実
で、�0�4 年時で、ਓ工ܕトϥンス
ऀは、世界でࢮのઁ取によるࢎࢷ
年間 �0 ສਓとਪଌされています。こ
のようなࠃʑで行がదな施ࡦを͡ߨ
ることで、トϥンスࢷઁࢎ取によるக
Ϧスクは大きくױঢ়ಈ຺ੑ৺࣬ף的なࢮ
低減できるといわれています。

➹τϥϯεࢷࢎಈ຺ߗԽのॏେͳϦεΫϑΝ

Ϋλʔ

　トϥンスࢷࢎは（ࢷࢎと同༷に）ຣফ組
৫コレスςϩールを運ぶ̡̡̙の݂中ೱを上ঢ
させることや、ຣফからコレスςϩールをճ収する
善ۄコレスςϩール̡̝̙のೱ低ԼをҾきىこす
ことがわかっており、これらがಈ຺ߗԽのϦスク
上ঢにد与しているとߟえられています。
　トϥンスࢷࢎがʮ݈߁にѱいものʯとして૦ۄ
にあがっているཧ༝の一つして、本དྷ生体内にଘ在
しない生体にとってʮ不ඞ要なʯࢷࢎであるにも
かかわらず、そのઁ取により̡̡̙が૿え、̡̝̙
が減るため、ࢷࢎҎ上にಈ຺ߗԽの重大な
Ϧスクファクターとなりಘることが挙げられます。
Ճえて、トϥンスࢷࢎは、生׆श׳病やΞレルΪー
のϦスクױなど、さまざまな࣬ױมੑ࣬ܦਆ、ױ࣬
ファクターともいわれています（図 5）。
　しかしながら、݂中コレスςϩールೱのӨڹ
だけでは、関࿈する࣬ױのすての病ଶはઆ໌でき
ないのもࣄ実です。それにもかかわらず、トϥンス
では、細胞・子レϕルでのղڀݚに関するࢎࢷ
ੳ例は少なく、۩体的な生体作༻機構が΄とんどղ
໌されていません。ਓ工ܕとఱવܕのϦスクのҧい
などのエϏデンスもしいのが現ঢ়です。
　そこで、われわれのࣨڀݚでは、۩体的な生体作
༻機構をղ໌し、そのݟを༧ରࡦの構ஙに生か
したいとߟえました。

�．τϥϯεࢷࢎのಟੑ作༻のجࢠ൫のղ໌

➳ΤϥΠδϯࢎʮࡉ๔֎̖̩̥ʯͱʮ̙̣̖ଛইʯ

ʹΑΔࡉ๔ࢮΛଅਐ͢Δ

　トϥンスࢷࢎは、さまざまな࣬ױに関࿈すると
௨してڞにױえられています。こういった関࿈࣬ߟ
関与する機構として、われわれはʮトϥンスࢷࢎ
が細胞ࢮやԌをଅਐさせるʯとԾઆをཱてました。
　そこで、まずはࢷࢎを୯ಠで培ཆ細胞（ここで
はϚウスϚクϩファーδ༷細胞 3"8�64��）にॲஔ
した場合の細胞ࢮについてධՁを行いました。その
݁Ռ、ࢷࢎ（ύルミνンࢎ）ではೱґଘ的
に細胞ࢮがىきましたが、エϥイδンࢎ（ද的な
トϥンスࢷࢎ）ではೱを上げても細胞ࢮはೝめ
られませんでした（図 6）。

図 5　τϥϯεࢷࢎ͞·͟·ͳ࣬ױのॏେͳϦεΫϑΝΫλʔͱͳりಘる

図 6　τϥϯεࢷࢎの୯ಠॲஔͰࡉ๔ࢮ͖ىͳ͍

　そこで、Ξϓϩーνをมえ、ストレスԠに
ରするトϥンスࢷࢎಛҟ的な作༻の同定をࢼ
みました。われわれのΞϓϩーνは、培ཆ細胞
にエϥイδンࢎやΦレインࢎ（エϥイδンࢎの
シス体）をલॲஔして細胞内に取りࠐませたޙ、
さまざまなストレスܹを細胞に与えるという
ものです（図 7）。そのときの細胞ࢮ・Ԍを
ධՁした݁Ռ、エϥイδンࢎがଅਐ的にಇく細
胞ࢮの༠ಋܹとしてʮ細胞֎̖̩̥ʯとʮ̙
̣̖ଛইʯの � つを同定しました。

の༠ಋଅਐのϝࢮ๔ࡉ๔֎̖̩̥Λհͨ͠ࡉ➴

カχζム

　細胞がইをडけると、細胞から̖̩̥が
࿙出します。この̖̩̥が細胞ບ上のड༰体

（1�9� ड༰体）に݁合すると、細胞内のシά
φル伝達ܦ࿏がੑ׆Խして、ストレスԠੑの
̢̖̥Ωφーθܦ࿏がੑ׆Խし、Ξϙトーシス

（細胞ࢮ）がىきます（図 �）。
　そこでエϥイδンࢎとΦレインࢎをલॲஔޙ
に̖̩̥ॲஔを施したとこΖ、エϥイδンࢎલ
ॲஔ時には $BTQBTF�� のੑ׆Խ（Ξϙトーシス
のࢦඪ）のဏਐ、細胞生ଘの大෯な低Լが֬
ೝされました。つまり、エϥイδンࢎが̖̩̥
༠ಋੑ細胞ࢮをܶ的にဏਐすることをݟいだし
ました（図 �）。
　詳細な作༻機ংのղੳから、エϥイδンࢎな
どのトϥンスࢷࢎは、ʮ細胞֎̖̩̥のड༰
体のԼ流で̢̖̥Ωφーθܦ࿏のੑ׆Խを૿ڧ
することで、Ξϙトーシスをဏਐするʯという
作༻機ংを໌らかにしました。
　ಈ຺ߗԽでは、ΞϙトーシスをىこしたϚ
クϩファーδがಈ຺ߗԽに積することで細
胞ࢮ・Ԍがىこり、そのԌԠのဏਐがಈ
Խのਐ行につながることがられておߗ຺
り、本機構がಈ຺ߗԽの૿ѱにつながること
が定されます。また、ଞの関࿈࣬ױであるਆܦม
ਤ）ױ࣬ੑ �）についても、ミクϩάϦΞ（内で
ಇく໔Ӹ୲細胞）で本機構を介して細胞ࢮ・Ԍ
がଅਐすることで、病ଶ૿ѱにつながることが示ࠦ
されます（図 ��）。

　また、内の໔Ӹ୲細胞ミクϩάϦΞにおいて
も、同機構によってトϥンスࢷࢎがΞϙトーシス
をଅਐすることをݟいだしており、ਆܦมੑ࣬ױ（ਤ
�）においても、本機構が病ଶ૿ѱにد与している
とߟえられます（ਤ 10）。

図 7　ετϨεԠにର͢るτϥϯεࢷࢎಛҟతͳ࡞༻ಉఆの
たΊのΞϓϩʔν

図 ๔֎̖̩̥ΛհしたΞϙτʔγεの༠ಋ機構ࡉ　�

図 �　Τϥイδϯࢎࡉ๔֎̖̩̥ґଘతͳࡉ๔ࢮΛဏਐ
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がଅਐすることで、病ଶ૿ѱにつながることが示ࠦ
されます（図 ��）。

　また、内の໔Ӹ୲細胞ミクϩάϦΞにおいて
も、同機構によってトϥンスࢷࢎがΞϙトーシス
をଅਐすることをݟいだしており、ਆܦมੑ࣬ױ（ਤ
�）においても、本機構が病ଶ૿ѱにد与している
とߟえられます（ਤ 10）。

図 7　ετϨεԠにର͢るτϥϯεࢷࢎಛҟతͳ࡞༻ಉఆの
たΊのΞϓϩʔν

図 ๔֎̖̩̥ΛհしたΞϙτʔγεの༠ಋ機構ࡉ　�

図 �　Τϥイδϯࢎࡉ๔֎̖̩̥ґଘతͳࡉ๔ࢮΛဏਐ
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➵̙̣̖ଛইΛհͨ͠ࡉ๔ࢮの༠ಋଅਐの

ϝカχζム

　トϥンスࢷࢎが細胞ࢮଅਐをҾきىこ
すきっかけとして、われわれがݟいだした
もう一つのストレスܹがʮ̙̣̖ଛইʯ
です。
　日常生׆でも、ࢵ֎ઢなどのӨڹで̙̣
̖がইつくと、細胞ࢮが༠ಋされることが
られています。われわれは、エϥイδン
ଘ在Լでは̙̣̖ଛই時に̟̣̠というࢎ
̢̖̥Ωφーθ子のੑ׆Խが૿ڧされ、
ࢮ生がဏਐすることで、細胞࢈素のࢎੑ׆
がଅਐすることも໌らかにしました（詳細
は割愛します）。

छ͝ͱのಟੑリεΫのҧ͍ࢎࢷ．4

൫をもとجのようにཱ֬したಟੑ子هに、上࣍　
に、ʮਓ工ܕʯとʮఱવܕʯのಟੑϦスクのҧいを
ධՁしました。۩体的には、細胞֎̖̩̥や̙̣̖
ଛইなどのストレスを与えたときのシάφル伝達ܦ
࿏（エフΣクター子）のੑ׆Խのҧいや、細胞ࢮ
のଅਐ合いについてௐました。
　トϥンスࢷࢎを୯ಠॲஔしただけで細胞ಟੑを
示さないことを֬ೝした上で、ࢷࢎをલॲஔして
ストレスܹを与えました。֤種トϥンスࢷࢎを
ॲஔしてから 1� 時間ޙに、細胞֎̖̩̥をॲஔし、
細胞生ଘをଌ定したとこΖ、ఱવܕでは細胞生ଘ
に༗ҙなࠩはありませんでしたが、ਓ工ܕではೱ
ґଘ的に細胞生ଘのݦஶな低Լ（細胞ࢮのଅਐ

作༻）がೝめられました（図 ��）。細胞内シάφル
伝達についても、ਓ工ܕでલॲஔした場合のみ、ݦ
ஶなଅਐがೝめられました。
　なお、̙̣̖ଛইの場合にも、同༷のݟがಘら
れたことから、ਓ工ܕは、̖̩̥ܹや̙̣̖ଛই
などのストレスෛՙ時に、細胞ࢮをಛҟ的かつڧ力
にଅਐする（ఱવܕにはそういった力がない）こ
とを໌らかにしました。

�．τϥϯεࢷࢎのಟੑܰݮ๏の։ൃ

　シスࢷࢎの病ଶ改善作༻にணし、̥ ̛̪ ߴ̖）
不ࢷࢎ、̙̝̖や̥̖̚など）を含むさま
ざまなシスࢷࢎが、トϥンスࢷࢎによるಟੑを
ܰ減するかݕ౼しました。

　シスࢷࢎとエϥイδン
̩̖、をલॲஔした上でࢎ
̥ॲஔを行った場合の細胞
生ଘをධՁしたとこΖ、
エϥイδンࢎによってى
きる細胞ࢮଅਐ作༻につい
て、̛̥̪̖ （̙̝̖、̚
̥̖およͼΞϥΩドンࢎ

（̧̖̖）のڞॲஔにより、
ஶな੍が֬ೝできましݦ

図 ��　τϥϯεࢷࢎにΑるࡉ๔֎̖̩̥༠ಋੑࡉ๔ࢮのଅਐ࡞༻機構

図 ��　ਓܕτϥϯεࢷͩࢎけがɺ̖̩̥༠ಋੑのࡉ๔ࢮΛ͘ڧଅਐ͢る

た（図 ��）。
　一方、̙̣̖ଛইの場合、エϥイδン
のଅਐは、̛̥̪̖をॲࢮによる細胞ࢎ
ஔしてもまったく੍されませんでした
が、Φレインࢎ（エϥイδンࢎのシス体）
では細胞生ଘのճ復作༻がೝめられま
した（図 �3）。

�．τϥϯε̛̥̪̖の࢈ੜߏػͱ
తׂのղ໌ػ

にフΣϩトーシスについておޙ࠷ 　
します。フΣϩトーシスは �01� 年に定
ٛされた੍ޚ生細胞ࢮのࣜܗの一つで、
カスύーθ非ґଘ的なネクϩーシス（細
胞がഁ྾してܗ͵ࢮଶ）です。మґଘ的
な࣭ࢷաࢎԽԠでҾきىこされる細胞
で、άルタνΦンϖルΦΩシμーθࢮ 4

（(194）という߬素が、༗ಟなաࢎԽࢷ
࣭をΞルコールにؐݩすることで、細胞
の生ଘをҡ࣋しています。しかし、(194
がՃྸや࣬ױにってੑ׆が低Լした
り、細胞内のమやࢎੑ׆素が૿Ճすると、
-JQJE 304 とよばれるաࢎԽ࣭ࢷが積
し、フΣϩトーシスが༠ಋされ、ਆܦม
などਛো・؊、ױ৺࣬ੑ݂ڏ、ױ࣬ੑ
のさまざまな࣬ױの発・૿ѱにつなが
ることがられています。その際、細胞
ບを構成するϦン࣭ࢷのաࢎԽは、フΣ
ϩトーシスの的なトϦΨーとなりま
す。ບϦン࣭ࢷ中の̛̥̪̖はೋ重݁合
がෳଘ在するためࢎԽをडけやすく、
աࢎԽ࣭ࢷのओ要な࢈生源となります。
生さ࢈ԽԠにってࢎա࣭ࢷ、はࢲ 　
れるེੑ׆ԫ（Ԡੑのߴいϥδカル
子）が、̛̥̪̖中のシスܕೋ重݁合の
トϥンスҟੑԽԠをҾきىこすことで、
トϥンス̛̥̪̖が࢈生されることをݟ
いだしました。また、トϥンス̛̥̪̖
は௨常の̛̥̪̖のようなフΣϩトーシ
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伝達についても、ਓ工ܕでલॲஔした場合のみ、ݦ
ஶなଅਐがೝめられました。
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た（図 ��）。
　一方、̙̣̖ଛইの場合、エϥイδン
のଅਐは、̛̥̪̖をॲࢮによる細胞ࢎ
ஔしてもまったく੍されませんでした
が、Φレインࢎ（エϥイδンࢎのシス体）
では細胞生ଘのճ復作༻がೝめられま
した（図 �3）。
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ٛされた੍ޚ生細胞ࢮのࣜܗの一つで、
カスύーθ非ґଘ的なネクϩーシス（細
胞がഁ྾してܗ͵ࢮଶ）です。మґଘ的
な࣭ࢷաࢎԽԠでҾきىこされる細胞
で、άルタνΦンϖルΦΩシμーθࢮ 4

（(194）という߬素が、༗ಟなաࢎԽࢷ
࣭をΞルコールにؐݩすることで、細胞
の生ଘをҡ࣋しています。しかし、(194
がՃྸや࣬ױにってੑ׆が低Լした
り、細胞内のమやࢎੑ׆素が૿Ճすると、
-JQJE 304 とよばれるաࢎԽ࣭ࢷが積
し、フΣϩトーシスが༠ಋされ、ਆܦม
などਛো・؊、ױ৺࣬ੑ݂ڏ、ױ࣬ੑ
のさまざまな࣬ױの発・૿ѱにつなが
ることがられています。その際、細胞
ບを構成するϦン࣭ࢷのաࢎԽは、フΣ
ϩトーシスの的なトϦΨーとなりま
す。ບϦン࣭ࢷ中の̛̥̪̖はೋ重݁合
がෳଘ在するためࢎԽをडけやすく、
աࢎԽ࣭ࢷのओ要な࢈生源となります。
生さ࢈ԽԠにってࢎա࣭ࢷ、はࢲ 　
れるེੑ׆ԫ（Ԡੑのߴいϥδカル
子）が、̛̥̪̖中のシスܕೋ重݁合の
トϥンスҟੑԽԠをҾきىこすことで、
トϥンス̛̥̪̖が࢈生されることをݟ
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৯の҆શにؔすΔֶձɾڀݚձのࢧԉ
当法人では、ຊ食ඍ生学ձ、ຊΧϯϐϩόΫλー研究ձの事ػہを
୲い、学ज़ৼڵに貢献しています。202�年度からは、学ߍ法人౦ژ業େ学食
҆શ研究ηϯλー研究ձのձһとして支援をͬߦています。

˙ຊ৯微ੜֶձのࢧԉ
当法人は、1989（平成元）年４月より36年にΘたり学会事ہとして学

会活動を支援しています。
「日本食品微生物学会」は、食品の微生物に関する学術研究のਪ進、ฒび

にその成果の普及をਤり、食品の安全および機能の上にد与することを目
的とした学会です。企業・行政・ڭ育研究機関のいΘΏる࢈学で構成され
ています。

2024（令和６年）は、第45回日本食品微生物学会学術総会をリンクステー
ション੨（੨ࢢ）にて９月̑日（）ʙ６日（ۚ）の２日間開催し、
612名が参加しました。

また、学術セミφー（ळ田ࢢ：̑月、ਆ11：ࢢށ月）、技術セミφー（૬
７：ࢢݪ月、大11：ࢢࡕ月）も開催しました。

˙ຊྗϯϐϩόΫλʔڀݚձのࢧԉ
当法人は、2011（平成23）年度より研究会事ہとして支援しています。

食品媒介病ݪ体であるカンϐロバクターによる感染症や食中毒の健康ඃ害は
૿加の一్をたどり、ەࡉ性下ཀྵ症では࠷もओཁな病ەݪです。同研究会は
カンϐロバクター感染症ฒびに関連感染症を研究することにより、当֘研究
分野の国ࡍԽと先Խに貢献するとともに、ࢢຽの健康と医療・福ࢱの改ળ
にد与することを目的とした研究会です。

2024（令和６）年は、出݂性大ە感染症研究会と合同開催でจ部
科学ল研究ަྲྀセンターにて11月18日（月）ʙ 19日（Ր）に開催し、大学
や行政機関等を中৺に130名が参加しました。

ԉࢧձのڀݚηϯλʔڀݚେֶ৯҆શۀ法人東京ߍֶ˙
当法人は、2023（令和̑）年度から研究会の会員として支援しています。

2022年４月１日から、人類にとって࠷も重ཁな課題のͻとつであるʠ食の
安全と安৺ʡに関して、より積ۃ的な活動を行う৽たなる組৫として、学ߍ
法 人 東 京  業 大 学 に 食 品 安 全 研 究 セ ン タ ー（'PPE 4BGFUZ 3FTFBSDI 
$FOUFS「以下、'43$」）がઃ立されました。'43$は、食品の安全確อと
食の安৺のܒ発により、࣋続可能な社会の構ஙに貢献することを目的とした
研究会です。

2024（令和６）年度は、大HPからの動ըఏڙや'43$メールマΨジン
による報ఏڙ、「食の安全をめ͙る政の議論およびอ健機能食品੍度の
現状と課題」「機能を࣋った৽開発食品の安全性の考え方」などのシンポジ
ウムや講演会が開催されました。当法人から৬員が出੮しました。

学術振興

学会理事長（工౻༝ى子先生：ༀ科大学）
学会賞受賞者（ࡾᚸ࣮先生：大ࡕ公立大学）

第17回総会長（ؠ田߶හ先生：研機構動物衛生研
究部）の開会એݴ

シンポジウム開催෩ܠ

ス༠ಋがないことも໌らかにしまし
た。Ҏ上の݁Ռから、トϥンス̛̥̪
̖は、࣭ࢷաࢎԽԠにって࢈生さ
れ、フΣϩトーシス੍的にಇくこと
で、さまざまな病ଶの改善にد与して
いることが示ࠦされました（図 ��）。
　 トϥンス̛̥̪̖は、̛̥̪̖をར
༻した༉ࢷաఔ（Ճなどのաఔ）
でもඍྔながら࢈生されることがら
れていますが、これまでその݈߁の
Өڹや生体作༻については΄とんどண
されてきませんでした。ࠓճのݟ
から、トϥンス̛̥̪̖は、エϥイδ
ンࢎなどのਓ工ܕトϥンスࢷࢎのよ
うに、ඞずしも݈߁にѱӨڹがあるわ
けではないとߟえられます。

�．͓ΘΓʹ

　トϥンスࢷࢎは、ը一的にʮ体に
ѱい物ʯとしてଊえられてきました。
しかし、トϥンスࢷࢎの中にも体に
良い作༻をする種ྨがあることもわ
かってきました。ਓ工ܕトϥンスࢷ
ىからԌをҾきࢮのように、細胞ࢎ
こすトϥンスࢷࢎがあれば、トϥン
ス̛̥̪̖がフΣϩトーシス੍に関
与するなど、体に良い作༻を示すトϥ
ンスࢷࢎもあります。ۙ࠷のڀݚでは、
༉などに含ۅ、ೕやೕ、ΰーϠーڇ
まれるڞࢷࢎ（ఱવܕトϥンスࢷࢎ）に、߅
がん作༻（がん細胞をಛҟ的にࡴইするフΣϩトー
シス༠ಋ作༻）があることなどもわかってきていま
す。ޙࠓも、ࢷࢎ種͝とにҟなる生体作༻とその
メカχζムのղ໌を௨して、さまざまな࣬ױの改善
や༧ରࡦにݙߩするとともに、৯҆શの上、
えߟができれば、とڀݚਐにつながる૿߁ຽの݈ࠃ
ているとこΖです（図 �5）。
 では౦大ֶ 大ֶӃڀݚになりますが、本ޙ࠷　
薬ֶڀݚՊのদްڭतをは͡め、ڞ同ڀݚのઌ生

図 機構ଟ༷Ͱ͋る༺࡞ڹの種ྨにΑͬͯੜମのӨࢎࢷ　�5

図 ��　τϥϯε 16'A にΑるϑΣϩτʔγεのネΨςΟϒϑΟʔドόο
Ϋ機構

方、ֶ生のօ༷、家など、多くの方ʑにࢧえてい
ただきました。この場をआりてਂくँײਃし上げま
す。

21
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「日本食品微生物学会」は、食品の微生物に関する学術研究のਪ進、ฒび
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˙健康にؔするηϛφー

ಇ͖Γ͔Βの༧ҩྍのීൃܒٴ
1���（平成 ）̒年より「ಇく人の健康૿ਐηϛφー」を̓ 回։࠵、「ಇく人の健康ڭҭ
。して͖ました࠵する΄かγϯϙジムもଟ։࠵を15回։「࠲ߨ
2008（平成20）年からh 健康ຊ21 �ɦにͮجく健康ηϛφーγϦーζをల։し、2018
（平成�0）年度よりೝのηϛφーγϦーζを̏ 年ܭըで։2021。࠵（ྩ和 ）̏創
ཱ1�0प年記念ߨԋを։࠵し、2022年度より「100ࡀまでの健康長ण」を考͑るηϛ
φーγϦーζを̏ 年ܭըで։࠵しました。 2ˎ1世لにおける国ຽ健康ͮくりӡ動

人生100年とݴΘれる࣌代、長い人生をָしむには、健康ण命（৺ともに自立した活動的な状態で生存できるظ間）をでき
るだけ৳ばす健康ͮくりが重ཁです。本シリーζでは、健康ण命Ԇ৳のげとなるཁҼとして目される「ૈࠎしΐう症」と「フ
レイル」（体・認機能の低下）を取り上げました。

本ワークϒοクは、খ学̑・６年生がごՈఉの人と一緒にできそうな、やさし
い理科࣮ݧを介しています。材料は֤Ոఉにあるものや、近所のスーパーでも
入手しやすいものを使用し、ࣸਅやイラストをଟ用しながら、明るく見やすい誌
໘構成にしました。また改గにあたり、ॳ൛のアンέートをもとに࣮ݧ記ཝを
大きくし、より活用しやすいワークϒοクにしました。

。を通してαイエンスの໘നさをっていただくことを目的としていますݧ࣮

日　࣌：令和６年10月17日（）14：00ʙ17：00
会　：5,PΨーデンシティP3E.*6.ਆอொ

プレミアムΨーデン（中ホール）
後　援：ް生࿑ಇল、東京、健康日本21ਪ進全国連བྷڠ議会、日本医ࢣ会、

東京医ࢣ会、日本ࣃ科医ࢣ会、東京ࣃ科医ࢣ会
参加者：108名

˗γϦーζ「100ࡀまでؾݩに健康長णをͲ͏生͖るか」ʙϑϨΠϧの予防と対ࡦ
ɹɹɹɹɹ第̏回「ΦーϥϧϑϨΠϧ」とઓ てͬ 食て、ຯわ てָͬしい健康長णをʂ

企業、自࣏体、学ߍ等の人事、࢈業อ健、健康理担当者および一ൠの方を対象とした࣮ફセミφー

健康長णと平ۉण命とのࠩをॖめる努
力がඞཁで、Φーラルフレイルが健康ण命
Ԇ৳にد与することからߢޱの健康対ࡦが
重ཁであるとおされました。

質ٙ応では、Φーラルフレイルを༧するためのޱのӡ動や食事方法、そしてߢޱ機
能をอつ体ૢのৄࡉについての質がدせられました。νΣοクポイントやޱの体ૢのܧ続
の重ཁ性がड़られ、自分のできるൣғでָしく取り組むことがਪ奨されました。当日は、
一ൠの方、医療ै事者の方、企業・自࣏体などଟくの方にご来いただきました。

の健康が全の健康に与える影響ߢޱ
について、۩体的なデータや体ݧを通じて
આ明され、Φーラルフレイル༧のߢޱ体
ૢを介いただきました。

˙プロローグ
「おいしく食て、100歳まで健康に」
େ学ྟচ研究ηϯλーηϯλー長ژຊ ຽ生ઌ生（ఇࣉ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（医ࣾ）͜ Ζ͜とからだのݩᔅϓϥβ理事）

˙講演
「Φーラルフレイルをご存じですか
ʙ３学会合同ステートメントからʙ」
平野 ߒઌ生（౦ژ健康長ण医療ηϯλー
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࣃ科ߢޱ֎科෦長（療科長））

˙講演
科からるʂࣃ」
  ライフステージにଈした食支援」
.平ઌ生（医療法人ࣾஂ-4ߒ ຊࣉ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࣉຊ科・ࣃ科ΫϦχοΫ理事長）

今回はࣃをテーマに取り上げ、ָしく食
て元ؾに長生きするおです。ご自、
ごՈの健康長णに私どものセミφーがお
に立つことをئっております。

食事は人生の一部であり、ཁ支援・ཁ介
にଈܠの患者の食支援は、個々の人生എޢ
したྀやその価؍を考ྀした支援が重
ཁであることを࣮例の介とともにઆ明さ
れました。

˙ओ催者ѫࡰ
தଜ （（医ࣾ）͜ Ζ͜とからだのݩᔅϓϥβ౷ׅॴ長）

˙質ٙ応・対 ˙会の様子

Λ୲͏͜Ͳたちੈ࣍
2021（ྩ和̏）年度に࡞成したh ͜Ͳも研究者ମݧϫーΫϒοΫ をɦվగし、を
しました。
αΠΤϯεを学Ϳָしさ、食の҆શੑ健康にؔ৺を࣋つ͖ͬかけとして、ੈ࣍
を対象とした衛生ࢥのීൃܒٴにΊています。

ϫーΫϒοΫのײ（Ξϯέーτより）
・自分の近なとこΖにある科学をれる࣮ݧでどれもおもしΖそうでした。࠷近、理科でशったことをいかせました。

ぜͻ࣮ݧしてみたいです。
・レモンを使ってホοトέーキがらむのが意֎で໘നかった。やってみたいと思った。
・手ચいの重ཁ性が、カϏの発生によって見てΘかるのは生活にີしたࣝのため子ڙにઆ明しやすかった。
・いΖいΖな野ࡊやフルーツに性質があり、色素もあるんだなと思いました。
・色々な౾ࣝがれてษ強になりました。

˙͜Ͳも研究者ମݧϫーΫϒοΫ

発 行 日：2024（令和６）年７月
αイζ等：A4　16ページ
発行部：3500部
  先：東京中ԝ۠立খ学ߍ
　　　　　山形ݝ山ลொڭ育委員会
　　　　　東京業大学ҴՖখ学ߍ

ൃܒٴී
ʢੈ࣍ͷҭʣ

:PV5VCFにてΦϯσϚϯυ৴
「してΈよ͏ʂ؍て、ۙͳΧϏをͬ࡞ϙςτഓを」ᶃݧ࣮˙
「てΈよ͏ʂͬ࡞わͣにホοτέーΩをホοτέーΩϛοΫεを」ᶄݧ࣮˙
「Ռから৭ૉをऔりग़してΈよ͏ʂࡊ野」ᶅݧ࣮˙

˙౾ࣝᶃɹかびのおはͳし
˙౾ࣝᶄɹ;くらしคのおはͳし
˙౾ࣝᶅɹఱવ৭ૉのおはͳし
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ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（医ࣾ）͜ Ζ͜とからだのݩᔅϓϥβ理事）

˙講演
「Φーラルフレイルをご存じですか
ʙ３学会合同ステートメントからʙ」
平野 ߒઌ生（౦ژ健康長ण医療ηϯλー
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࣃ科ߢޱ֎科෦長（療科長））

˙講演
科からるʂࣃ」
  ライフステージにଈした食支援」
.平ઌ生（医療法人ࣾஂ-4ߒ ຊࣉ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࣉຊ科・ࣃ科ΫϦχοΫ理事長）

今回はࣃをテーマに取り上げ、ָしく食
て元ؾに長生きするおです。ご自、
ごՈの健康長णに私どものセミφーがお
に立つことをئっております。

食事は人生の一部であり、ཁ支援・ཁ介
にଈܠの患者の食支援は、個々の人生എޢ
したྀやその価؍を考ྀした支援が重
ཁであることを࣮例の介とともにઆ明さ
れました。

˙ओ催者ѫࡰ
தଜ （（医ࣾ）͜ Ζ͜とからだのݩᔅϓϥβ౷ׅॴ長）

˙質ٙ応・対 ˙会の様子

Λ୲͏͜Ͳたちੈ࣍
2021（ྩ和̏）年度に࡞成したh ͜Ͳも研究者ମݧϫーΫϒοΫ をɦվగし、を
しました。
αΠΤϯεを学Ϳָしさ、食の҆શੑ健康にؔ৺を࣋つ͖ͬかけとして、ੈ࣍
を対象とした衛生ࢥのීൃܒٴにΊています。

ϫーΫϒοΫのײ（Ξϯέーτより）
・自分の近なとこΖにある科学をれる࣮ݧでどれもおもしΖそうでした。࠷近、理科でशったことをいかせました。

ぜͻ࣮ݧしてみたいです。
・レモンを使ってホοトέーキがらむのが意֎で໘നかった。やってみたいと思った。
・手ચいの重ཁ性が、カϏの発生によって見てΘかるのは生活にີしたࣝのため子ڙにઆ明しやすかった。
・いΖいΖな野ࡊやフルーツに性質があり、色素もあるんだなと思いました。
・色々な౾ࣝがれてษ強になりました。

˙͜Ͳも研究者ମݧϫーΫϒοΫ

発 行 日：2024（令和６）年７月
αイζ等：A4　16ページ
発行部：3500部
  先：東京中ԝ۠立খ学ߍ
　　　　　山形ݝ山ลொڭ育委員会
　　　　　東京業大学ҴՖখ学ߍ

ൃܒٴී
ʢੈ࣍ͷҭʣ

:PV5VCFにてΦϯσϚϯυ৴
「してΈよ͏ʂ؍て、ۙͳΧϏをͬ࡞ϙςτഓを」ᶃݧ࣮˙
「てΈよ͏ʂͬ࡞わͣにホοτέーΩをホοτέーΩϛοΫεを」ᶄݧ࣮˙
「Ռから৭ૉをऔりग़してΈよ͏ʂࡊ野」ᶅݧ࣮˙

˙౾ࣝᶃɹかびのおはͳし
˙౾ࣝᶄɹ;くらしคのおはͳし
˙౾ࣝᶅɹఱવ৭ૉのおはͳし
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東京顕微鏡院、こころとからだの元氣プラザの主な動き 普及啓発活動、出版、その他公益活動など
1800年~

遠山椿吉、ࠤ౻保、川্元࣏がڠಉして、京橋۠に͋ͬた
成医会の一室をआり、「東京顕微鏡検査所」を創立

年(24࣏໌)1891

ʰ݁֩ᴓە簡ศ検査法ʱग़൛

検査業務開始
病原的ᴓەඪ本の൦を開始し、本所考Ҋのᄰᙹ఼ثを
ൢച
ߨश科を開ߨ検査の実務指ಋを行͏ەࡉ

年(25࣏໌)1892
໊শを東京顕微鏡院と改শ
छ術ߨश科を新設。ഓཆ基の発ച開始

年(27࣏໌)1894
機関誌「顕微鏡」第1߸発行
 ࡞౯өըݬ用ܒ
「顕微鏡の」マルϐΪー200年記念ࣜయ、本院にてڍ行

ҿྉ水の検査を開始 年(28࣏໌)1895 ίϨラߨश会を開催
母乳検査を開始

年(29࣏໌)1896
回ؼߨश会を開催

事業拡大にとない、ਆ田۠小川ொに移転
年(32࣏໌)1899 ϖストߨश会を開催

1900年~
遠山椿吉院、ॳ代東京ࢢ衛生ݧࢼ所にぜられる

年(36࣏໌)1903
ϖストݧࢼ室を新設
遠山椿吉院、医学ത࢜の学Ґを授与͞れる

保健部を新設。く世間の人ͼとに対し、
健康診査(健康診断)と衛生্のٞڠ(衛生૬ஊ)を開始

年(40࣏໌)1907
遠山椿吉院、東京ࢀࢢ事会よりಠベルリンࢢ開催
ສࠃ衛生͓よͼ民学会ྻࢀ、Ԥभ֤都ࢢ衛生設උ実گ調査
を命ぜられる
ಉ時に、務লよりԤ米都ࢢに͓ける汚আの実گ調査を
託(ཌ年ࠃؼ)
遠山椿吉院、ֳより医術開業ݧࢼ委員を
命ぜられる

年(41࣏໌)1908
遠山椿吉院、来日したϩベルト・ίッϗത࢜、
ཬࣲࡾത࢜をটし、 生Ֆの会を開催

1914(େਖ਼3)年 「݁֩༧ળѱؑ」発行、「݁֩െのՎ」を発表
(院、年来の研究による)٭気࣏療ༀ
͏りͻんを品Խ

1915(େਖ਼4)年

創立30周年記念ॕլ会 1922(େਖ਼11)年 「遠山ത٭࢜氣病原Ҽ೭研究ʱ発行
9݄1日関東大ࡂにより、院舎͓よͼͦの
設උを͢てমࣦ

1923(େਖ਼12)年
9݄�日ຑ۠ݟ࢜ொにԾ院舎を
建設し、10݄1日一ൠ業務を再開
務大臣よりࡒ団法人の設立
可を受けるڐ

1927(昭和2)年 「人生のҙٛと道ಙの源ʱग़൛。ఱߖに্ݙ

遠山椿吉、ഏがんのため遠੦、ڗ年�1 1928(昭和3)年

1929(昭和4)年 気のແྉ診療を開始٭
Ϩントήンਂ部࣏療開始 1930(昭和5)年 第1回٭気ແྉ८回診療実施(ࡒ団法人東京顕微鏡院ࣾ会部)

創立50周年記念ࣜయ(1940年) 1935(昭和10)年
݁֩༧ि間͓よͼ健康ि間にࢀՃし、
ແྉᄰᙹ検査などを実施

戦ࡂにより、以後10年にΘたり
事業中断

1945(昭和20)年

ʲઓޙʳ 

遠山正࿏院より事業を継ঝ 1954(昭和29)年

診療所を開設、ەࡉ検査所を再開 1955(昭和30)年

ʲઓલʳ

震災後に෮ڵした東京顕微鏡
院本院（1925 年竣工）同年、
病理組織検査開始、Ϩントή
ンՊ新設

「遠山ത٭࢜氣病原Ҽ೭研究」

˙公ӹ事業Ϩϙーτ202�

ԕه٢௴ࢁ೦�ୈ̔ճ�݈߁༧ҩྍ
ԕه٢௴ࢁ೦�ୈ̔ճ�݈߁༧ҩྍɹాࢁ和ߐ

˕ड者 ˞μϒϧड
日本での৽型コロφウイルス感染症と݂ખ症をௐࠪするタスクフΥース
代ද：山下 ါޗ 氏 （京大学大学Ӄ医学研究科॥環ث内科学 ॿڭ）

テーマ名
「日本での৽型コロφウイルス感染症と݂ખ症の࣮態をௐࠪし࠷దな༧の指をݕ討する研究」
˞講演は当法人ホームベージでも公開しています。

ެӹࣄ業のൃܒɺ׆ಈのใ։ࣔ
公ӹ事業の年࣍σΟεΫϩージϟーࢽとして「公ӹ事業Ϩϙーτ」をօ༷に෯くお
りし、公ӹ事業のใ公։をߦ てͬいます。202�（ྩ和 ）̒年は、「公ӹ事業Ϩϙーτ
202�」をϦχϡーΞϧし、遠山椿吉賞受賞記念ߨԋのߨԋもࡌܝしました。

発　　　行：2024（令和６）年７月
αイζなど：A4、20ページ
発 行 部 ：1000部
˞当法人ホームページでも公開しています。

౦ژ顕ඍڸӃのホームページにおいて、公ӹ事業にؔするࠂをͬߦた΄か、Ӿ覧
しすくするたΊの理ߋ৽をߦいました。また、健康ηϛφー、食衛生環境
衛生のࣝのൃܒͳͲを「（Ұࡒ）౦ژ顕ඍڸӃχϡーεϨλー」ϝーϧϚΨジϯに
より৴しました。

৯と環境ɺ݈ ߦにؔすΔใൃ৴とϝʔϧϚΨδϯのൃ߁

ʢΠϯλʔωοτにΑΔ
ใఏڙʣ

˙౦ژ顕ඍڸӃホームページにおいて公ӹ事業をप
　公益事業における、遠山椿吉賞の募集告や受賞者の発ද、 セミφー
開催の告などを東京顕微鏡Ӄのホームページに掲載し、く報ఏ
。しましたࢪを行っているほか、ページの理も࣮ڙ

˙ϝーϧϚΨジϯによるීൃܒٴ
　2023（令和̑）年９月より （h一財）東京顕微鏡Ӄχϡースレターʱ
を৽ઃし、2024（令和６）年は４月の7PM�４から2025（令和７）年２
月の7PM�10まで、トϐοクス、東京顕微鏡Ӄ関連報、食と環境のコラ
ム、公益事業報など不定ظで৴しました。
　コラムでは、カンϐロバクター食中毒物４ޠʙ̑、ウエルシϡە食
中毒物１ޠʙ３、水道水中の有機フο素Խ合物（P'A4）に関する࠷近
の動、ถ国食品医ༀ品（'DA）による色３߸の使用ې止について、
公益χϡースなどでは、「第26回 出݂性大ە感染症研究会ʗ第
17回 日本カンϐロバクター研究会 合同開催」なども৴しました。
˞コラム、公益χϡースは当法人ホームページでも公開しています。

メールマΨジンごొはこちら
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東京顕微鏡院、こころとからだの元氣プラザの主な動き 普及啓発活動、出版、その他公益活動など
1800年~

遠山椿吉、ࠤ౻保、川্元࣏がڠಉして、京橋۠に͋ͬた
成医会の一室をआり、「東京顕微鏡検査所」を創立

年(24࣏໌)1891

ʰ݁֩ᴓە簡ศ検査法ʱग़൛

検査業務開始
病原的ᴓەඪ本の൦を開始し、本所考Ҋのᄰᙹ఼ثを
ൢച
ߨश科を開ߨ検査の実務指ಋを行͏ەࡉ

年(25࣏໌)1892
໊শを東京顕微鏡院と改শ
छ術ߨश科を新設。ഓཆ基の発ച開始

年(27࣏໌)1894
機関誌「顕微鏡」第1߸発行
 ࡞౯өըݬ用ܒ
「顕微鏡の」マルϐΪー200年記念ࣜయ、本院にてڍ行

ҿྉ水の検査を開始 年(28࣏໌)1895 ίϨラߨश会を開催
母乳検査を開始

年(29࣏໌)1896
回ؼߨश会を開催

事業拡大にとない、ਆ田۠小川ொに移転
年(32࣏໌)1899 ϖストߨश会を開催

1900年~
遠山椿吉院、ॳ代東京ࢢ衛生ݧࢼ所にぜられる

年(36࣏໌)1903
ϖストݧࢼ室を新設
遠山椿吉院、医学ത࢜の学Ґを授与͞れる

保健部を新設。く世間の人ͼとに対し、
健康診査(健康診断)と衛生্のٞڠ(衛生૬ஊ)を開始

年(40࣏໌)1907
遠山椿吉院、東京ࢀࢢ事会よりಠベルリンࢢ開催
ສࠃ衛生͓よͼ民学会ྻࢀ、Ԥभ֤都ࢢ衛生設උ実گ調査
を命ぜられる
ಉ時に、務লよりԤ米都ࢢに͓ける汚আの実گ調査を
託(ཌ年ࠃؼ)
遠山椿吉院、ֳより医術開業ݧࢼ委員を
命ぜられる

年(41࣏໌)1908
遠山椿吉院、来日したϩベルト・ίッϗത࢜、
ཬࣲࡾത࢜をটし、 生Ֆの会を開催

1914(େਖ਼3)年 「݁֩༧ળѱؑ」発行、「݁֩െのՎ」を発表
(院、年来の研究による)٭気࣏療ༀ
͏りͻんを品Խ

1915(େਖ਼4)年

創立30周年記念ॕլ会 1922(େਖ਼11)年 「遠山ത٭࢜氣病原Ҽ೭研究ʱ発行
9݄1日関東大ࡂにより、院舎͓よͼͦの
設උを͢てমࣦ

1923(େਖ਼12)年
9݄�日ຑ۠ݟ࢜ொにԾ院舎を
建設し、10݄1日一ൠ業務を再開
務大臣よりࡒ団法人の設立
可を受けるڐ

1927(昭和2)年 「人生のҙٛと道ಙの源ʱग़൛。ఱߖに্ݙ

遠山椿吉、ഏがんのため遠੦、ڗ年�1 1928(昭和3)年

1929(昭和4)年 気のແྉ診療を開始٭
Ϩントήンਂ部࣏療開始 1930(昭和5)年 第1回٭気ແྉ८回診療実施(ࡒ団法人東京顕微鏡院ࣾ会部)

創立50周年記念ࣜయ(1940年) 1935(昭和10)年
݁֩༧ि間͓よͼ健康ि間にࢀՃし、
ແྉᄰᙹ検査などを実施

戦ࡂにより、以後10年にΘたり
事業中断

1945(昭和20)年

ʲઓޙʳ 

遠山正࿏院より事業を継ঝ 1954(昭和29)年

診療所を開設、ەࡉ検査所を再開 1955(昭和30)年

ʲઓલʳ

震災後に෮ڵした東京顕微鏡
院本院（1925 年竣工）同年、
病理組織検査開始、Ϩントή
ンՊ新設

「遠山ത٭࢜氣病原Ҽ೭研究」

˙公ӹ事業Ϩϙーτ202�

ԕه٢௴ࢁ೦�ୈ̔ճ�݈߁༧ҩྍ
ԕه٢௴ࢁ೦�ୈ̔ճ�݈߁༧ҩྍɹాࢁ和ߐ

˕ड者 ˞μϒϧड
日本での৽型コロφウイルス感染症と݂ખ症をௐࠪするタスクフΥース
代ද：山下 ါޗ 氏 （京大学大学Ӄ医学研究科॥環ث内科学 ॿڭ）

テーマ名
「日本での৽型コロφウイルス感染症と݂ખ症の࣮態をௐࠪし࠷దな༧の指をݕ討する研究」
˞講演は当法人ホームベージでも公開しています。

ެӹࣄ業のൃܒɺ׆ಈのใ։ࣔ
公ӹ事業の年࣍σΟεΫϩージϟーࢽとして「公ӹ事業Ϩϙーτ」をօ༷に෯くお
りし、公ӹ事業のใ公։をߦ てͬいます。202�（ྩ和 ）̒年は、「公ӹ事業Ϩϙーτ
202�」をϦχϡーΞϧし、遠山椿吉賞受賞記念ߨԋのߨԋもࡌܝしました。

発　　　行：2024（令和６）年７月
αイζなど：A4、20ページ
発 行 部 ：1000部
˞当法人ホームページでも公開しています。

౦ژ顕ඍڸӃのホームページにおいて、公ӹ事業にؔするࠂをͬߦた΄か、Ӿ覧
しすくするたΊの理ߋ৽をߦいました。また、健康ηϛφー、食衛生環境
衛生のࣝのൃܒͳͲを「（Ұࡒ）౦ژ顕ඍڸӃχϡーεϨλー」ϝーϧϚΨジϯに
より৴しました。

৯と環境ɺ݈ ߦにؔすΔใൃ৴とϝʔϧϚΨδϯのൃ߁

ʢΠϯλʔωοτにΑΔ
ใఏڙʣ

˙౦ژ顕ඍڸӃホームページにおいて公ӹ事業をप
　公益事業における、遠山椿吉賞の募集告や受賞者の発ද、 セミφー
開催の告などを東京顕微鏡Ӄのホームページに掲載し、く報ఏ
。しましたࢪを行っているほか、ページの理も࣮ڙ

˙ϝーϧϚΨジϯによるීൃܒٴ
　2023（令和̑）年９月より （h一財）東京顕微鏡Ӄχϡースレターʱ
を৽ઃし、2024（令和６）年は４月の7PM�４から2025（令和７）年２
月の7PM�10まで、トϐοクス、東京顕微鏡Ӄ関連報、食と環境のコラ
ム、公益事業報など不定ظで৴しました。
　コラムでは、カンϐロバクター食中毒物４ޠʙ̑、ウエルシϡە食
中毒物１ޠʙ３、水道水中の有機フο素Խ合物（P'A4）に関する࠷近
の動、ถ国食品医ༀ品（'DA）による色３߸の使用ې止について、
公益χϡースなどでは、「第26回 出݂性大ە感染症研究会ʗ第
17回 日本カンϐロバクター研究会 合同開催」なども৴しました。
˞コラム、公益χϡースは当法人ホームページでも公開しています。

メールマΨジンごొはこちら
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東京顕微鏡院、こころとからだの元氣プラザの主な動き 普及啓発活動、出版、その他公益活動など
職域を対象とした健康診断業務を開始。外来診療開始

1967(昭和42)年臨床検査は病院からの受託のほか、学校保健法による
集団検査を拡大

東京都の委託を受け、小中学生の
大気汚染の影響調査を実施(5年継続) 

1972(昭和47)年

建替えによる新院舎完成。
人間ドック事業を開始。付属臨床検査所を登録

1974(昭和49)年

食品衛生法に基づく厚生大臣指定検査機関の指定を受け、
食品衛生検査所を開設

1975(昭和50)年

がん検診(胃、子宮、乳房)開始。多摩分室を立川に開設 1976(昭和51)年

1978(昭和53)年
離島村民の健康管理を目的とした
「小笠原健康な村づくり事業」を開始

「小児ぜん息母親教室」、食品衛生セミナーなどを開催

水道法に基づく厚生大臣指定検査機関の指定を受ける
(簡易専用水道検査)

1979(昭和54)年

立川衛生検査センターを開設 1986(昭和61)年 再興30周年記念シンポジウム「21世紀のいのちと生活」を開催

付属第2臨床検査所を登録 1987(昭和62)年 学術普及誌「健康と環境」創刊(~2000年)

1991(平成3)年 創立100周年記念シンポジウム「21世紀への生命潮流」を開催

1992(平成4)年
シンポジウム「ベイブリッジフォーラム
'92－21世紀への対がん戦略」を開催

平成4年度より事業年報の発行開始

食品検査施設を移転し、日本橋研究所を開設
 (2001、2002、2005年に順次拡大)

1996(平成8)年

立川事務所を開設、食品等分析調査研究所を合併
 (1998年、食と環境の科学センター検査第3部に改組)

1997(平成9)年
シンポジウム「新時代の高血圧管理」
「職場と住宅環境を考える」などを開催

会員制人間ドックを開始 1998(平成10)年
シンポジウム「新しい時代の糖尿病対策」
「はたらく女性とメンタルヘルス」などを開催

2000年~
食と環境の科学センター日本橋研究所に検査第3部を
移転し、拡大

2001(平成13)年

創立110周年記念日米メディカルシンポジウム
「21世紀の女性と性(ジェンダー)と健康」を開催

トータルヘルスセンターBe-Well!、
女性のための生涯医療センターViViを開設

2002(平成14)年
創立110周年記念シンポジウム「食の安全と健康を考える」
を開催

医療部門を統合・拡充し、
医療法人社団こころとからだの元氣プラザを
設立

2003(平成15)年
女性のための生涯医療センターViVi 開設1周年記念
シンポジウム 「アダムとイブの医療革命」を開催

水道法改正により、厚生労働大臣指定検査機関から、登録検
査機関への変更の認可を受ける

2004(平成16)年

食品衛生法改正により、厚生労働大臣指定検査機関から、登
録検査機関への変更の認可を受ける

2005(平成17)年
東京顕微鏡院創立115年、こころとからだの元氣プラザ創立3年
記念シンポジウム「いのちとは何か、生きるとは何か」を開催

2007(平成19)年
メディカル・シンポジウム「医療の未来、日本の未来
ーなぜ日本では高度先端医療が遅れているのか?」を開催

立川研究所を一ヶ所に統合拡大
2008(平成20)年

遠山椿吉生誕150年、没後80年を記念して遠山椿吉賞創設

こころとからだの元氣プラザ　Pマーク（プライバシーマー
ク）認証を取得

こころとからだの元氣プラザ(飯田橋)
外来診療と女性のための生涯医療センターViViを統合

2009(平成21)年

遠山椿吉記念 第１回食と環境の科学賞を授与　以後隔年表彰

遠山椿吉生誕150年記念シンポジウム
「東京の水の源流を探る ~豊かな東京の水利用を支える
日本の水、世界の水～」を開催

東京顕微鏡院、こころとからだの元氣プラザの主な動き 普及啓発活動、出版、その他公益活動など
こころとからだの元氣プラザ、
アジュール竹芝総合健診センターの運営を受託

2010(平成22)年

遠山椿吉記念 第１回 健康予防医療賞を授与 以後隔年表彰

臨床検査部がこころとからだの元氣プラザの組織に移行

三菱化学メディエンスと共同運営で
「元氣プラザ臨床検査センター」をスタート

3月11日 東日本大震災により、創立120周年記念式典・
祝賀会、創立120周年記念顧客イベント中止

2011(平成23)年

創立120周年記念シンポジウム「アルツハイマー型認知症の
治療・予防戦略一研究・治療・ケアの最前線から」を開催

4月1日 創立120周年

立川研究所に「動物を用いる検査施設」開設

創立120周年記念年頭式

2012(平成24)年豊海センタービル竣工

日本橋研究所が施設拡充に伴い、豊海研究所に移転

4月1日に財団法人東京顕微鏡院は一般財団法人に移行、
「一般財団法人 東京顕微鏡院」と名称変更 2013(平成25)年

「創立120周年記念誌」を刊行

[ISO/IEC 17025:2005]を認定取得(放射能試験)※1

登録衛生検査所「元氣プラザ細胞病理コアテクノロジー」が
スタート 

2014(平成26)年元氣プラザビル３～５階の人間ドック・健診フロアを男女別
フロアに改装

[ISO/IEC 17025:2005]を認定取得(食品試験：理化学、微生物)※1

「元氣プラザ臨床検査センター」機能を元氣プラザビル内に移
設拡充し、院内施設化。これに伴い、衛生検査所登録を抹消

2015(平成27)年
故山田和江名誉理事長・医師の50余年の功績を記念して、
遠山椿吉賞50歳未満の応募者を顕彰する「山田和江賞」を創設

2017(平成29)年
DVD教材「これで納得! HACCPシステム導入のための7原則」
を刊行

2018(平成30)年 eラーニング「はじめての食品表示」を実施

2019(令和元)年 セミナー講演録『Vol.1 認知症と口腔衛生』を刊行

[ISO/IEC 27001:2013]を認定取得（ISMS）

2020(令和２)年

「山田和江賞」の募集対象を40歳以下とした

[ISO/IEC 17025:2017]を認定取得（化学実験、食品・医薬品試験）※1

セミナー講演録『Vol.2 認知症と糖尿病・メタボ』を刊行「動物を用いる検査施設」を豊海研究所に移設

「診療所こころとからだの元氣プラザ」神保町に移転

4月1日 東京顕微鏡院創立130周年
2021(令和３)年

セミナー講演録『Vol.3 認知症と高血圧』を刊行

検査キットのインターネット販売を開始 『こども研究者体験ワークブック』を発行

立川立飛南地区38号棟PCR検査センターを立川研究所内に開設 2022(令和４)年
創立130周年記念シンポジウム「新型コロナウイルス感染症
とは～新しい日常で、いま私たちにできること」をオンデマ
ンド配信および講演録を刊行

市ヶ谷本院の閉鎖に伴い、共通管理部門および元氣プラザの
巡回健診部を中央区豊海に移転。元氣プラザの産業保健部、
こころの健康相談室を神保町に移転

2023(令和５)年

地下水・水道水中の有機フッ素化合物（PFOS、PFOA）の分
析を開始

2024(令和６)年 『こども研究者体験ワークブック』を改訂し刊行

第 4 代（院長）高橋 悌三　1957~1967年
第 5 代（理事長）山田 匡蔵　1967~1989年
第 6 代（理事長）山田 和江　1989~1995年

創立者（院長）遠山 椿吉　1891~1928年
第 2 代（院長）遠山 正路　1929~1954年
第 3 代（院長）細谷 省吾　1955~1957年

第 7 代（理事長）下村 満子　1995~2007年
現理事長　　　　山田 匡通　2007年~

DVD教材「これで納得！HACCPシステム導入のための７原則」

－

※1　一般財団法人 東京顕微鏡院　　※2　医療法人社団こころとからだの元氣プラザ
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東京顕微鏡院、こころとからだの元氣プラザの主な動き 普及啓発活動、出版、その他公益活動など
職域を対象とした健康診断業務を開始。外来診療開始

1967(昭和42)年臨床検査は病院からの受託のほか、学校保健法による
集団検査を拡大

東京都の委託を受け、小中学生の
大気汚染の影響調査を実施(5年継続) 

1972(昭和47)年

建替えによる新院舎完成。
人間ドック事業を開始。付属臨床検査所を登録

1974(昭和49)年

食品衛生法に基づく厚生大臣指定検査機関の指定を受け、
食品衛生検査所を開設

1975(昭和50)年

がん検診(胃、子宮、乳房)開始。多摩分室を立川に開設 1976(昭和51)年

1978(昭和53)年
離島村民の健康管理を目的とした
「小笠原健康な村づくり事業」を開始

「小児ぜん息母親教室」、食品衛生セミナーなどを開催

水道法に基づく厚生大臣指定検査機関の指定を受ける
(簡易専用水道検査)

1979(昭和54)年

立川衛生検査センターを開設 1986(昭和61)年 再興30周年記念シンポジウム「21世紀のいのちと生活」を開催

付属第2臨床検査所を登録 1987(昭和62)年 学術普及誌「健康と環境」創刊(~2000年)

1991(平成3)年 創立100周年記念シンポジウム「21世紀への生命潮流」を開催

1992(平成4)年
シンポジウム「ベイブリッジフォーラム
'92－21世紀への対がん戦略」を開催

平成4年度より事業年報の発行開始

食品検査施設を移転し、日本橋研究所を開設
 (2001、2002、2005年に順次拡大)

1996(平成8)年

立川事務所を開設、食品等分析調査研究所を合併
 (1998年、食と環境の科学センター検査第3部に改組)

1997(平成9)年
シンポジウム「新時代の高血圧管理」
「職場と住宅環境を考える」などを開催

会員制人間ドックを開始 1998(平成10)年
シンポジウム「新しい時代の糖尿病対策」
「はたらく女性とメンタルヘルス」などを開催

2000年~
食と環境の科学センター日本橋研究所に検査第3部を
移転し、拡大

2001(平成13)年

創立110周年記念日米メディカルシンポジウム
「21世紀の女性と性(ジェンダー)と健康」を開催

トータルヘルスセンターBe-Well!、
女性のための生涯医療センターViViを開設

2002(平成14)年
創立110周年記念シンポジウム「食の安全と健康を考える」
を開催

医療部門を統合・拡充し、
医療法人社団こころとからだの元氣プラザを
設立

2003(平成15)年
女性のための生涯医療センターViVi 開設1周年記念
シンポジウム 「アダムとイブの医療革命」を開催

水道法改正により、厚生労働大臣指定検査機関から、登録検
査機関への変更の認可を受ける

2004(平成16)年

食品衛生法改正により、厚生労働大臣指定検査機関から、登
録検査機関への変更の認可を受ける

2005(平成17)年
東京顕微鏡院創立115年、こころとからだの元氣プラザ創立3年
記念シンポジウム「いのちとは何か、生きるとは何か」を開催

2007(平成19)年
メディカル・シンポジウム「医療の未来、日本の未来
ーなぜ日本では高度先端医療が遅れているのか?」を開催

立川研究所を一ヶ所に統合拡大
2008(平成20)年

遠山椿吉生誕150年、没後80年を記念して遠山椿吉賞創設

こころとからだの元氣プラザ　Pマーク（プライバシーマー
ク）認証を取得

こころとからだの元氣プラザ(飯田橋)
外来診療と女性のための生涯医療センターViViを統合

2009(平成21)年

遠山椿吉記念 第１回食と環境の科学賞を授与　以後隔年表彰

遠山椿吉生誕150年記念シンポジウム
「東京の水の源流を探る ~豊かな東京の水利用を支える
日本の水、世界の水～」を開催

東京顕微鏡院、こころとからだの元氣プラザの主な動き 普及啓発活動、出版、その他公益活動など
こころとからだの元氣プラザ、
アジュール竹芝総合健診センターの運営を受託

2010(平成22)年

遠山椿吉記念 第１回 健康予防医療賞を授与 以後隔年表彰

臨床検査部がこころとからだの元氣プラザの組織に移行

三菱化学メディエンスと共同運営で
「元氣プラザ臨床検査センター」をスタート

3月11日 東日本大震災により、創立120周年記念式典・
祝賀会、創立120周年記念顧客イベント中止

2011(平成23)年

創立120周年記念シンポジウム「アルツハイマー型認知症の
治療・予防戦略一研究・治療・ケアの最前線から」を開催

4月1日 創立120周年

立川研究所に「動物を用いる検査施設」開設

創立120周年記念年頭式

2012(平成24)年豊海センタービル竣工

日本橋研究所が施設拡充に伴い、豊海研究所に移転

4月1日に財団法人東京顕微鏡院は一般財団法人に移行、
「一般財団法人 東京顕微鏡院」と名称変更 2013(平成25)年

「創立120周年記念誌」を刊行

[ISO/IEC 17025:2005]を認定取得(放射能試験)※1

登録衛生検査所「元氣プラザ細胞病理コアテクノロジー」が
スタート 

2014(平成26)年元氣プラザビル３～５階の人間ドック・健診フロアを男女別
フロアに改装

[ISO/IEC 17025:2005]を認定取得(食品試験：理化学、微生物)※1

「元氣プラザ臨床検査センター」機能を元氣プラザビル内に移
設拡充し、院内施設化。これに伴い、衛生検査所登録を抹消

2015(平成27)年
故山田和江名誉理事長・医師の50余年の功績を記念して、
遠山椿吉賞50歳未満の応募者を顕彰する「山田和江賞」を創設

2017(平成29)年
DVD教材「これで納得! HACCPシステム導入のための7原則」
を刊行

2018(平成30)年 eラーニング「はじめての食品表示」を実施

2019(令和元)年 セミナー講演録『Vol.1 認知症と口腔衛生』を刊行

[ISO/IEC 27001:2013]を認定取得（ISMS）

2020(令和２)年

「山田和江賞」の募集対象を40歳以下とした

[ISO/IEC 17025:2017]を認定取得（化学実験、食品・医薬品試験）※1

セミナー講演録『Vol.2 認知症と糖尿病・メタボ』を刊行「動物を用いる検査施設」を豊海研究所に移設

「診療所こころとからだの元氣プラザ」神保町に移転

4月1日 東京顕微鏡院創立130周年
2021(令和３)年

セミナー講演録『Vol.3 認知症と高血圧』を刊行

検査キットのインターネット販売を開始 『こども研究者体験ワークブック』を発行

立川立飛南地区38号棟PCR検査センターを立川研究所内に開設 2022(令和４)年
創立130周年記念シンポジウム「新型コロナウイルス感染症
とは～新しい日常で、いま私たちにできること」をオンデマ
ンド配信および講演録を刊行

市ヶ谷本院の閉鎖に伴い、共通管理部門および元氣プラザの
巡回健診部を中央区豊海に移転。元氣プラザの産業保健部、
こころの健康相談室を神保町に移転

2023(令和５)年

地下水・水道水中の有機フッ素化合物（PFOS、PFOA）の分
析を開始

2024(令和６)年 『こども研究者体験ワークブック』を改訂し刊行

第 4 代（院長）高橋 悌三　1957~1967年
第 5 代（理事長）山田 匡蔵　1967~1989年
第 6 代（理事長）山田 和江　1989~1995年

創立者（院長）遠山 椿吉　1891~1928年
第 2 代（院長）遠山 正路　1929~1954年
第 3 代（院長）細谷 省吾　1955~1957年

第 7 代（理事長）下村 満子　1995~2007年
現理事長　　　　山田 匡通　2007年~

DVD教材「これで納得！HACCPシステム導入のための７原則」

－

※1　一般財団法人 東京顕微鏡院　　※2　医療法人社団こころとからだの元氣プラザ
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